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舞鶴、良い。

# ヅルいい舞鶴　 # my ヅルいい
# 公共施設　　　 # 人材育成

市公式 Instagramは
こちら

＠ toyozo＠ toyozo

今月の内容
2 ㌻　人材育成の循環で
　　    地域産業を活性化
6 ㌻　未来につなげる
               公共施設

▲令和 7 年舞鶴市消防出初式
　関連 11 ㌻、22 ㌻



覚書に
基づく
連携・協力

　
現
在
、
近
畿
能
開
大
京
都
校
に
は

２
年
生
３
人
、
１
年
生
２
人
、
合
計

５
人
の
留
学
生
が
在
学
し
て
お
り
、

い
ず
れ
も
舞
鶴
市
の
強
み
で
あ
る「
も

の
づ
く
り
」
の
知
識
と
技
術
を
幅
広

く
学
ぶ
生
産
機
械
技
術
科
を
専
攻
し

て
い
ま
す
。
今
年
４
月
に
は
２
年
生

は
市
内
企
業
に
就
職
、
ま
た
新
た
に

４
期
生
３
人
が
留
学
す
る
予
定
で
す
。

　
舞
鶴
市
で
は
、
卒
業
後
の
３
年
間
は

市
内
で
働
く
こ
と
を
条
件
に
、
入
学
金

と
授
業
料
の
返
還
を
不
要
と
す
る
奨
学

金
制
度
の
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

付
金
を
活
用
し
、
日
本
へ
の
渡
航
費
や

２
年
間
の
生
活
費
の
一
部
を
補
助
す
る

な
ど
留
学
生
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
戦
後
の
抑
留
と
引
き
揚
げ
を
縁
に

始
ま
っ
た
舞
鶴
市
と
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
共
和
国
と
の
交
流
の
一
つ
と
し
て
、

令
和
元
年
に
リ
シ
タ
ン
地
方
と
交
換

し
た
「
人
材
育
成
交
流
に
関
す
る
覚

書
」
に
基
づ
き
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

の
産
業
技
術
分
野
で
の
発
展
に
貢
献

で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
令

和
４
年
か
ら
同
地
方
か
ら
の
留
学
生

の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
同

地
方
に
あ
る
日
本
語
学
校
「Noriko

学
級
」
の
生
徒
が
、
近
畿
職
業
能
力

開
発
大
学
校
京
都
校
（
以
下
、
近
畿

能
開
大
京
都
校
）
に
留
学
し
、
卒
業

後
は
舞
鶴
市
内
の
企
業
に
就
労
し
て

い
ま
す
。市
内
企
業
で
長
期
に
わ
た
っ

て
働
き
、
専
門
技
術
を
身
に
付
け
る

こ
と
は
、
本
国
の
将
来
を
担
う
人
材

を
育
成
す
る
ほ
か
、
市
内
で
の
就
労

人
材
の
確
保
や
定
住
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　
令
和
４
年
に
来
日
し
た
留
学
１
期

生
３
人
は
、
昨
年
４
月
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
市
内
企
業
で
働
き
、
本
市
の
産
業

を
支
え
る
一
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　リシタン地方にあるNoriko学級は、ボラン
ティアで日本人が講師となり、日本語や日本
文化を教える語学学校です。故大崎重勝さん、
紀子さん夫妻がリシタン市を訪問した際、子
ども達の未来のために何かしたいという思い
から、現校長のナジロフ・ガニシェルさんな
どとともに平成11年に開校されました。
　Noriko学級の生徒は、日本文化に興味を持
ち、将来は日本で学びたい、働きたいと夢見
て、熱心に日本語を学び、卒業生の多くは、
日本に留学・就労しています。

　舞鶴市内にNoriko学級での講師経験者がい
る縁から、平成31年1月と令和元年5月にナジ
ロフ校長が舞鶴市役所を訪問。生徒の舞鶴市

人
材
育
成
の
循
環
で
地
域
産
業
を
活
性
化

～
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と
の
人
材
育
成
交
流
～ 

Noriko学級と舞鶴市の交流
Noriko学級とは

交流のはじまり

・人材の雇用
・将来のウズベキスタンの発展に
つながる人材育成

・ウズベキスタンの発展に
つながる人材教育
・留学生に対する就職支援

・日本語や日本文化を学ぶ
人材の育成
・意欲ある若者の輩出

ウズベキスタン共和国

日本

留
学
か
ら
就
労
の
循
環
で

産
業
技
術
人
材
を
育
成

在
学
生
は
も
の
づ
く
り
の

知
識
と
技
術
を
学
ぶ

　日
本
で
働
く
外
国
人
は
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

産
業
活
動
を
担
う
労
働
力
人
口
の
不

足
が
深
刻
化
し
て
い
る
日
本
で
は
、

こ
れ
を
解
消
す
る
一
つ
の
カ
ギ
と
し

て
外
国
人
人
材
の
雇
用
を
進
め
て
お

り
、
舞
鶴
市
で
も
産
業
・
福
祉
・
医

療
な
ど
の
分
野
で
多
く
の
外
国
人
が

活
躍
し
て
い
ま
す
。
言
葉
や
文
化
の

違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
外
国
の
優
秀

な
人
材
が
舞
鶴
市
で
学
び
働
く
こ
と

は
、
地
域
産
業
に
新
た
な
活
性
化
を

も
た
ら
し
ま
す
。

　今
回
は
そ
の
中
で
、
舞
鶴
市
で
活

躍
す
る
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
人
と
市
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　《み
な
と
振
興
・
国
際
交
流
課
》

リシタン地方との覚書による
産業技術人材育成の循環

・市民の異文化理解・国際化の促進
・意欲ある外国人材を受け入れる
   ためのサポート
・留学生への支援

Noriko学級

近畿能開大京都校市内製造業者など

リシタン地方

舞鶴市

あ

への留学や就労など、人的交流の可能性につ
いて意見交換を行いました。また、同年8月
に市の代表団と市民訪問団がウズベキスタン
を訪問した際、Noriko学級の生徒と交流する
など、市民同士の交流も活発になり、同年11
月の人材育成交流に関する覚書の交換につな
がりました。

▲Noriko学級での授業

▲卒業研究の打ち合わせをする留学生
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林ベニヤ産業株式会社舞鶴工場
取締役工場長

　
最
初
に
履
歴
書
を
見
た
際
に

漢
字
が
し
っ
か
り
と
使
用
さ

れ
、
日
本
人
が
提
出
し
た
履
歴

書
と
そ
ん
色
な
か
っ
た
こ
と
に

非
常
に
驚
き
、
言
語
面
で
の
心

配
は
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
実

際
に
仕
事
上
で
の
会
話
も
問
題

な
く
、
こ
ち
ら
が
問
い
か
け
た

質
問
に
対
し
て
も
き
ち
ん
と
反

応
が
返
っ
て
き
ま
す
し
、
専
門

着実に進む介護福祉人材の
育成交流

イシモイロフ・イザティロ さん

林ベニヤ産業株式会社舞鶴工場

イギタリエフ・シャフゾッド さん

株式会社マイギ

藤原 仁司  さん

ウズベキスタン人２人が
介護人材として舞鶴へ

幅広い人材の受け入れに向けて

仕
事
の
幅
が
広
が
り
、
現
場
を

円
滑
に
回
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
私
は
就
職
し
て
す
ぐ
に
免

許
を
取
得
し
ま
し
た
。
今
後
は

木
材
の
表
面
を
滑
ら
か
に
す
る

研
削
作
業
に
必
要
な
資
格
を
取

得
し
、
さ
ら
に
技
術
を
磨
い
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
４
月
に
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン
か
ら
の
後
輩
も
入
社
予
定

で
す
。
彼
ら
に
は
先
輩
た
ち
は

快
く
教
え
て
く
れ
る
の
で
、
分

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
す
ぐ

に
聞
く
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
い
ま
す
。
積
極
的
に
行
動
す

る
こ
と
も
、
私
が
先
輩
と
し
て

教
え
て
い
き
た
い
こ
と
の
一
つ

で
す
。

　
今
は
先
輩
か
ら
仕
事
の
や
り

方
を
学
ん
で
い
る
立
場
で
す

が
、
将
来
的
に
は
自
分
自
身
で

効
率
的
な
業
務
の
進
め
方
を

考
え
、
会
社
に
改
善
提
案
が
で

き
る
よ
う
な
レ
ベ
ル
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
責
任
を
も
っ

て
、
良
い
仕
事
が
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
私
が
所
属
し
て
い
る
部
署
で

は
、
木
材
（
合
板
の
材
料
）
の

乾
燥
と
接
合
を
行
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
主
に
乾
燥
作
業
に

使
用
す
る
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
を
担
当
し
て
い
ま

す
。

　
会
社
の
工
場
は
24
時
間
稼
働

し
て
お
り
、
２
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、
１
週
間
ご
と
に
昼
勤

と
夜
勤
を
交
互
に
行
っ
て
い
ま

す
。
荷
物
を
運
搬
す
る
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
の
免
許
が
あ
る
と
、

用
語
な
ど
分
か
ら
な
い
こ
と
は

す
ぐ
に
先
輩
社
員
に
聞
い
て
理

解
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
仕
事
に
取
り
組
む
姿
勢
や

会
話
か
ら
強
い
向
上
心
も
感

じ
ら
れ
ま
す
。

　
現
在
イ
ザ
テ
ィ
ロ
さ
ん
は
、

工
場
全
体
の
業
務
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
る
部
署
で
働

い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
配
属
し
て
か
ら
半
年
が
経

ち
ま
す
が
、
今
後
は
人
に
教
え

る
立
場
に
も
成
長
し
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
工
場
の

こ
れ
か
ら
を
担
う
人
材
と
し

て
期
待
し
て
い
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
で
き
る
こ

と
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
先

輩
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
な

が
ら
、
日
々
の
業
務
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
最
初
は
言
葉
の

壁
に
直
面
し
、
専
門
用
語
の
漢

字
や
メ
ー
ル
の
書
き
方
、
適
切

な
言
葉
選
び
に
苦
労
し
ま
し
た

が
、
先
輩
に
教
え
て
も
ら
っ
た

り
、
自
分
で
調
べ
た
り
し
て
、

徐
々
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
仕
事
上
で
の
メ
モ
な

ど
は
正
し
い
漢
字
を

使
っ
て
、
書
く
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
任
せ
ら
れ
た

仕
事
を
一
人
で
も
で
き

る
よ
う
に
仕
事
の
幅
を
広
げ
、

現
場
の
経
験
も
積
ん
で
い
き

た
い
で
す
。

　
私
は
、
人
が
優
し
く
過
ご
し

や
す
い
舞
鶴
市
で
の
生
活
が

気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
舞
鶴
市
で
働
き
続
け
、
近

い
将
来
、家
族
と
こ
の
ま
ち
で
、

一
緒
に
暮
ら
す
予
定
で
す
。

　
今
は
海
外
へ
の
荷
物
発
送
業

務
を
担
当
し
、
商
品
の
書
類
作

成
、
梱
包
、
発
送
ま
で
を
行
っ

て
い
ま
す
。
業
務
で
は
近
畿
能

開
大
京
都
校
で
学
ん
だ
も
の
づ

く
り
の
知
識
や
土
台
が
生
か
さ

　市内の介護福祉施設で働く人材を受け入
れるため、舞鶴市はリシタン地方にある公
衆衛生専門学校との交流を進めています。
令和5年12月、同校の教務担当者を受け入
れ、特別養護老人ホームグレイスヴィルま
いづるで介護研修を実施。現在、研修で得
た知識を同校の授業に取り入れ、将来、卒
業生が市内の介護福祉施設で就労する計画
を進めています。

　昨年10月から、ホリミルザエワ・シャホ
ダットさんとホリミルザエワ・アジザホン
さんの姉妹が、特別養護老人ホームグレイ
スヴィルまいづるで働いています。
　2人は北海道の介護福祉施設で働いてい
ましたが、舞鶴市とリシタン地方との交流
や、ウズベキスタン人が留学し、働いてい
ることを知り、本市へ移住しました。日々
学びながら、仕事の幅を広げています。

　ウズベキスタンは、平均年齢29歳、総人口に占める高齢
者の割合はわずか５㌫ほどの若い国です。また、高齢者の
介護は家族が行う習慣があるため、介護福祉施設はありま
せん。しかし、いずれはウズベキスタンにも介護人材が必
要とされる時代が来ます。今後もリシタン地方の人材が舞
鶴市で働き、介護の専門技術を身に付けることは、将来の
ウズベキスタンの発展につながるものと思います。舞鶴市
とウズベキスタンとの交流が順調に進むよう、橋渡し役と
して、これからも取り組んでいきます。

ウ ズ べ キ ス タ ン 人 か ら 見 る

介 護 福 祉 人 材 の 取 り 組 み

舞鶴市でこれからも
働き続けたい

工場のこれから
を担う人材
として期待

市
内
企
業
で
働
く
卒
業
生
と

受
け
入
れ
企
業
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー！

積極的に行動し
成長したい

▲板の表面の品質確認

▲疑問があればすぐに先輩へ聞く▲発送する商品の設計書を作成

事務仕事を教わる▶
シャホダットさん

◀利用者を介助する
　アジザホンさん

▲舞鶴市で国際交流員と　
　して働くアシルベクさん
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林ベニヤ産業株式会社舞鶴工場
取締役工場長

　
最
初
に
履
歴
書
を
見
た
際
に

漢
字
が
し
っ
か
り
と
使
用
さ

れ
、
日
本
人
が
提
出
し
た
履
歴

書
と
そ
ん
色
な
か
っ
た
こ
と
に

非
常
に
驚
き
、
言
語
面
で
の
心

配
は
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
実

際
に
仕
事
上
で
の
会
話
も
問
題

な
く
、
こ
ち
ら
が
問
い
か
け
た

質
問
に
対
し
て
も
き
ち
ん
と
反

応
が
返
っ
て
き
ま
す
し
、
専
門

着実に進む介護福祉人材の
育成交流

イシモイロフ・イザティロ さん

林ベニヤ産業株式会社舞鶴工場

イギタリエフ・シャフゾッド さん

株式会社マイギ

藤原 仁司  さん

ウズベキスタン人２人が
介護人材として舞鶴へ

幅広い人材の受け入れに向けて

仕
事
の
幅
が
広
が
り
、
現
場
を

円
滑
に
回
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
私
は
就
職
し
て
す
ぐ
に
免

許
を
取
得
し
ま
し
た
。
今
後
は

木
材
の
表
面
を
滑
ら
か
に
す
る

研
削
作
業
に
必
要
な
資
格
を
取

得
し
、
さ
ら
に
技
術
を
磨
い
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
４
月
に
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン
か
ら
の
後
輩
も
入
社
予
定

で
す
。
彼
ら
に
は
先
輩
た
ち
は

快
く
教
え
て
く
れ
る
の
で
、
分

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
す
ぐ

に
聞
く
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
い
ま
す
。
積
極
的
に
行
動
す

る
こ
と
も
、
私
が
先
輩
と
し
て

教
え
て
い
き
た
い
こ
と
の
一
つ

で
す
。

　
今
は
先
輩
か
ら
仕
事
の
や
り

方
を
学
ん
で
い
る
立
場
で
す

が
、
将
来
的
に
は
自
分
自
身
で

効
率
的
な
業
務
の
進
め
方
を

考
え
、
会
社
に
改
善
提
案
が
で

き
る
よ
う
な
レ
ベ
ル
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
責
任
を
も
っ

て
、
良
い
仕
事
が
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
私
が
所
属
し
て
い
る
部
署
で

は
、
木
材
（
合
板
の
材
料
）
の

乾
燥
と
接
合
を
行
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
主
に
乾
燥
作
業
に

使
用
す
る
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
を
担
当
し
て
い
ま

す
。

　
会
社
の
工
場
は
24
時
間
稼
働

し
て
お
り
、
２
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、
１
週
間
ご
と
に
昼
勤

と
夜
勤
を
交
互
に
行
っ
て
い
ま

す
。
荷
物
を
運
搬
す
る
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
の
免
許
が
あ
る
と
、

用
語
な
ど
分
か
ら
な
い
こ
と
は

す
ぐ
に
先
輩
社
員
に
聞
い
て
理

解
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
仕
事
に
取
り
組
む
姿
勢
や

会
話
か
ら
強
い
向
上
心
も
感

じ
ら
れ
ま
す
。

　
現
在
イ
ザ
テ
ィ
ロ
さ
ん
は
、

工
場
全
体
の
業
務
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
る
部
署
で
働

い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
配
属
し
て
か
ら
半
年
が
経

ち
ま
す
が
、
今
後
は
人
に
教
え

る
立
場
に
も
成
長
し
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
工
場
の

こ
れ
か
ら
を
担
う
人
材
と
し

て
期
待
し
て
い
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
で
き
る
こ

と
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
先

輩
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
な

が
ら
、
日
々
の
業
務
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
最
初
は
言
葉
の

壁
に
直
面
し
、
専
門
用
語
の
漢

字
や
メ
ー
ル
の
書
き
方
、
適
切

な
言
葉
選
び
に
苦
労
し
ま
し
た

が
、
先
輩
に
教
え
て
も
ら
っ
た

り
、
自
分
で
調
べ
た
り
し
て
、

徐
々
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
仕
事
上
で
の
メ
モ
な

ど
は
正
し
い
漢
字
を

使
っ
て
、
書
く
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
任
せ
ら
れ
た

仕
事
を
一
人
で
も
で
き

る
よ
う
に
仕
事
の
幅
を
広
げ
、

現
場
の
経
験
も
積
ん
で
い
き

た
い
で
す
。

　
私
は
、
人
が
優
し
く
過
ご
し

や
す
い
舞
鶴
市
で
の
生
活
が

気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
舞
鶴
市
で
働
き
続
け
、
近

い
将
来
、家
族
と
こ
の
ま
ち
で
、

一
緒
に
暮
ら
す
予
定
で
す
。

　
今
は
海
外
へ
の
荷
物
発
送
業

務
を
担
当
し
、
商
品
の
書
類
作

成
、
梱
包
、
発
送
ま
で
を
行
っ

て
い
ま
す
。
業
務
で
は
近
畿
能

開
大
京
都
校
で
学
ん
だ
も
の
づ

く
り
の
知
識
や
土
台
が
生
か
さ

　市内の介護福祉施設で働く人材を受け入
れるため、舞鶴市はリシタン地方にある公
衆衛生専門学校との交流を進めています。
令和5年12月、同校の教務担当者を受け入
れ、特別養護老人ホームグレイスヴィルま
いづるで介護研修を実施。現在、研修で得
た知識を同校の授業に取り入れ、将来、卒
業生が市内の介護福祉施設で就労する計画
を進めています。

　昨年10月から、ホリミルザエワ・シャホ
ダットさんとホリミルザエワ・アジザホン
さんの姉妹が、特別養護老人ホームグレイ
スヴィルまいづるで働いています。
　2人は北海道の介護福祉施設で働いてい
ましたが、舞鶴市とリシタン地方との交流
や、ウズベキスタン人が留学し、働いてい
ることを知り、本市へ移住しました。日々
学びながら、仕事の幅を広げています。

　ウズベキスタンは、平均年齢29歳、総人口に占める高齢
者の割合はわずか５㌫ほどの若い国です。また、高齢者の
介護は家族が行う習慣があるため、介護福祉施設はありま
せん。しかし、いずれはウズベキスタンにも介護人材が必
要とされる時代が来ます。今後もリシタン地方の人材が舞
鶴市で働き、介護の専門技術を身に付けることは、将来の
ウズベキスタンの発展につながるものと思います。舞鶴市
とウズベキスタンとの交流が順調に進むよう、橋渡し役と
して、これからも取り組んでいきます。

ウ ズ べ キ ス タ ン 人 か ら 見 る

介 護 福 祉 人 材 の 取 り 組 み

舞鶴市でこれからも
働き続けたい

工場のこれから
を担う人材
として期待

市
内
企
業
で
働
く
卒
業
生
と

受
け
入
れ
企
業
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー！

積極的に行動し
成長したい

▲板の表面の品質確認

▲疑問があればすぐに先輩へ聞く▲発送する商品の設計書を作成

事務仕事を教わる▶
シャホダットさん

◀利用者を介助する
　アジザホンさん

▲舞鶴市で国際交流員と　
　して働くアシルベクさん
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新宮 勇士さん

加佐地域公共施設
まちづくりワークショップ
の参加者

　
施
設
を
効
果
的
・
効
率
的
に

維
持
管
理
す
る
た
め
に
、
民
間

事
業
者
の
ア
イ
デ
ア
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
た
「
包
括
管
理
業

務
委
託
」
の
導
入
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。
現
在
は
施
設
ご
と

に
必
要
な
修
繕
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
が
「
包
括
管
理
業
務
委

託
」
で
は
、
専
門
事
業
者
が
、

複
数
の
施
設
を
同
じ
基
準
で
点

検
・
修
繕
す
る
た
め
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
か
つ
効
率
的
な
維
持
管

理
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
公
共
施
設
と
し
て
使
用
し
て

い
な
い
閉
校
施
設
や
余
剰
ス

ペ
ー
ス
な
ど
を
民
間
事
業
者
に

貸
し
付
け
る
な
ど
、
未
利
用
財

産
の
新
た
な
価
値
の
創
出
を
進

め
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
３
月

に
閉
校
し
た
旧
岡
田
上
小
学
校

の
体
育
館
と
校
舎
の
一
部
を
株

式
会
社
Y
A
S
A
I
舞
鶴
工
場

に
賃
貸
借
し
、
野
菜
工
場
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
度
は
旧
神
崎

　
舞
鶴
市
に
は
学
校
や
体
育
館
、

公
民
館
な
ど
約
3
0
0
の
公
共

施
設
が
あ
り
、
そ
の
施
設
の
多

く
が
1
9
6
0
年
代
か
ら
1
9

8
0
年
代
に
集
中
し
て
整
備
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
建
築
か
ら
40

年
以
上
経
過
し
た
施
設
を
、
安

全
・
安
心
に
利
用
す
る
に
は
、

適
切
な
維
持
管
理
に
加
え
、
大

規
模
改
修
、
建
て
替
え
な
ど
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
設
を
、
未
来
に

向
け
て
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
時
代
の
変
化
や
市
民
ニ
ー

ズ
に
加
え
、
将
来
の
人
口
規
模

を
見
据
え
て
「
今
後
、
本
当
に

必
要
と
な
る
施
設
と
は
何
か
」

を
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
舞
鶴
市
で
は
公
共
施

設
に
関
す
る
計
画
の
見
直
し

と
、
保
有
す
る
公
共
施
設
を
総

合
的
に
把
握
し
、
効
率
的
に
管

理
、
利
活
用
す
る
「
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
詳
細
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
。
下
コ
ー

ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

　
昨
年
４
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
リ

デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究

所
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

し
、
各
施
設
の
分
析
・
評
価
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
明
ら

か
に
な
っ
た
課
題
な
ど
を
踏
ま

え
、
施
設
の
統
廃
合
・
再
配
置

の
方
向
性
を
決
め
て
計
画
の
策

定
・
見
直
し
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
各
施
設
の
老
朽
化
や
利

用
状
況
な
ど
の
デ
ー
タ
を
ま
と

め
た
「
公
共
施
設
カ
ル
テ
」
を

作
成
し
公
開
す
る
予
定
で
す
。

小
学
校
の
有
効
活
用
の
た
め
、

閉
校
施
設
の
利
活
用
に
向
け
た

ア
イ
デ
ア
を
民
間
事
業
者
に
聞

く
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
は
今
年
度
か
ら
は
、

施
設
に
愛
称
を
命
名
す
る
こ
と

が
で
き
る
権
利
を
事
業
者
に
与

え
る「
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
パ
ー

ト
ナ
ー
」
の
募
集
を
市
内
３
つ

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
実
施
し
、

貸
し
付
け
だ
け
で
は
な
い
新
た

な
手
法
で
の
財
産
の
活
用
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
で

老
朽
化
の
進
む
公
共
施
設
の
維

持
管
理
の
課
題
が
大
き
く
な
る

中
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
公

共
施
設
の
あ
り
方
を
市
民
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
る
た
め
、

昨
年
11
月
か
ら
「
加
佐
地
域
公

共
施
設
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
広

く
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
「
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
催
し
ま
す
。
一
緒
に
未
来

に
つ
な
げ
る
公
共
施
設
の
あ
り

方
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

公
共
施
設
の
現
状

統
廃
合
・
再
配
置
な
ど

 

施
設
の
あ
り
方
の
検
討

効
果
的・効
率
的
な

　
　
　
　

 

維
持
管
理

施
設
の
運
用・活
用
に
よ
る

　
　

 

新
た
な
価
値
の
創
出

特集 未来につなげる公共施設

公共施設を活用して地域を活性化させたい

公共施設マネジメント シンポジウム

　小・中学校や公民館など、市民の皆さんにとって身
近な存在である公共施設。しかし、施設の老朽化によ
る安全性の問題やライフスタイルの変化による利用頻
度の減少など、さまざまな課題を抱えています。

【日時】３月 20 日㈷ 14 時～ 16 時
【場所】赤れんが 4号棟
【内容】公共施設のあり方についての講演やパネル
ディスカッションなど【定員】先着 100 人

　加佐地域で生まれ育ちました。現在、母校である旧岡田上小学校の音楽室
を借りて軽音楽の教室を開いています。はじめは、小・中学生を対象にして
いましたが、今では大人にも参加いただき、にぎわってきています。やはり
地域の人が自分の地域を盛り上げることは大切なことだと感じています。昨
年、ワークショップの話を聞き、参加することにしました。参加者で 5 年、
10 年後の加佐地域を想像して関係人口を増やすという視点で、地域の魅力
や地域が活性化する方法を話し合うのは楽しかったし、他の参加者の考えも

聞けて、地域の今後をみんなで考えることが
できたのは良かったと思います。今後のワー
クショップでも、旧岡田上小学校のように、
施設を壊すのではなく、地域の資源として別
の利用方法を考え、地域の活性化につなげて
いきたいです。

11月に開催した加佐地域公共
施設まちづくりワークショップ

市
民
と
共
に
公
共
施
設
の

未
来
を
考
え
る

80,000
70,000
60,000
50,000
40,000
30,000
20,000
10,000

0
1950以前1950 1970 1980 1990 2000 2010 2020（年代）

（平方㍍）

1960

建設した公共施設（延べ床面積）の推移

　今後の公共施設はどうあるべきか「未来につなげ
る舞鶴市の公共施設」を皆さんと共に考えていきま
しょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　 《資産マネジメント推進課》

【申し込み方法】前日12時までに申し込みフォームで資産
マネジメント推進課（☎66・1045）へ。詳細は、
市ホームページで。右コードからアクセス可。
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新宮 勇士さん

加佐地域公共施設
まちづくりワークショップ
の参加者

　
施
設
を
効
果
的
・
効
率
的
に

維
持
管
理
す
る
た
め
に
、
民
間

事
業
者
の
ア
イ
デ
ア
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
た
「
包
括
管
理
業

務
委
託
」
の
導
入
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。
現
在
は
施
設
ご
と

に
必
要
な
修
繕
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
が
「
包
括
管
理
業
務
委

託
」
で
は
、
専
門
事
業
者
が
、

複
数
の
施
設
を
同
じ
基
準
で
点

検
・
修
繕
す
る
た
め
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
か
つ
効
率
的
な
維
持
管

理
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
公
共
施
設
と
し
て
使
用
し
て

い
な
い
閉
校
施
設
や
余
剰
ス

ペ
ー
ス
な
ど
を
民
間
事
業
者
に

貸
し
付
け
る
な
ど
、
未
利
用
財

産
の
新
た
な
価
値
の
創
出
を
進

め
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
３
月

に
閉
校
し
た
旧
岡
田
上
小
学
校

の
体
育
館
と
校
舎
の
一
部
を
株

式
会
社
Y
A
S
A
I
舞
鶴
工
場

に
賃
貸
借
し
、
野
菜
工
場
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
度
は
旧
神
崎

　
舞
鶴
市
に
は
学
校
や
体
育
館
、

公
民
館
な
ど
約
3
0
0
の
公
共

施
設
が
あ
り
、
そ
の
施
設
の
多

く
が
1
9
6
0
年
代
か
ら
1
9

8
0
年
代
に
集
中
し
て
整
備
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
建
築
か
ら
40

年
以
上
経
過
し
た
施
設
を
、
安

全
・
安
心
に
利
用
す
る
に
は
、

適
切
な
維
持
管
理
に
加
え
、
大

規
模
改
修
、
建
て
替
え
な
ど
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
設
を
、
未
来
に

向
け
て
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
時
代
の
変
化
や
市
民
ニ
ー

ズ
に
加
え
、
将
来
の
人
口
規
模

を
見
据
え
て
「
今
後
、
本
当
に

必
要
と
な
る
施
設
と
は
何
か
」

を
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
舞
鶴
市
で
は
公
共
施

設
に
関
す
る
計
画
の
見
直
し

と
、
保
有
す
る
公
共
施
設
を
総

合
的
に
把
握
し
、
効
率
的
に
管

理
、
利
活
用
す
る
「
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
詳
細
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
。
下
コ
ー

ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

　
昨
年
４
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
リ

デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究

所
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

し
、
各
施
設
の
分
析
・
評
価
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
明
ら

か
に
な
っ
た
課
題
な
ど
を
踏
ま

え
、
施
設
の
統
廃
合
・
再
配
置

の
方
向
性
を
決
め
て
計
画
の
策

定
・
見
直
し
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
各
施
設
の
老
朽
化
や
利

用
状
況
な
ど
の
デ
ー
タ
を
ま
と

め
た
「
公
共
施
設
カ
ル
テ
」
を

作
成
し
公
開
す
る
予
定
で
す
。

小
学
校
の
有
効
活
用
の
た
め
、

閉
校
施
設
の
利
活
用
に
向
け
た

ア
イ
デ
ア
を
民
間
事
業
者
に
聞

く
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
は
今
年
度
か
ら
は
、

施
設
に
愛
称
を
命
名
す
る
こ
と

が
で
き
る
権
利
を
事
業
者
に
与

え
る「
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
パ
ー

ト
ナ
ー
」
の
募
集
を
市
内
３
つ

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
実
施
し
、

貸
し
付
け
だ
け
で
は
な
い
新
た

な
手
法
で
の
財
産
の
活
用
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
で

老
朽
化
の
進
む
公
共
施
設
の
維

持
管
理
の
課
題
が
大
き
く
な
る

中
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
公

共
施
設
の
あ
り
方
を
市
民
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
る
た
め
、

昨
年
11
月
か
ら
「
加
佐
地
域
公

共
施
設
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
広

く
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
「
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
催
し
ま
す
。
一
緒
に
未
来

に
つ
な
げ
る
公
共
施
設
の
あ
り

方
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

公
共
施
設
の
現
状

統
廃
合
・
再
配
置
な
ど

 

施
設
の
あ
り
方
の
検
討

効
果
的・効
率
的
な

　
　
　
　

 

維
持
管
理

施
設
の
運
用・活
用
に
よ
る

　
　

 

新
た
な
価
値
の
創
出

特集 未来につなげる公共施設

公共施設を活用して地域を活性化させたい

公共施設マネジメント シンポジウム

　小・中学校や公民館など、市民の皆さんにとって身
近な存在である公共施設。しかし、施設の老朽化によ
る安全性の問題やライフスタイルの変化による利用頻
度の減少など、さまざまな課題を抱えています。

【日時】３月 20 日㈷ 14 時～ 16 時
【場所】赤れんが 4号棟
【内容】公共施設のあり方についての講演やパネル
ディスカッションなど【定員】先着 100 人

　加佐地域で生まれ育ちました。現在、母校である旧岡田上小学校の音楽室
を借りて軽音楽の教室を開いています。はじめは、小・中学生を対象にして
いましたが、今では大人にも参加いただき、にぎわってきています。やはり
地域の人が自分の地域を盛り上げることは大切なことだと感じています。昨
年、ワークショップの話を聞き、参加することにしました。参加者で 5 年、
10 年後の加佐地域を想像して関係人口を増やすという視点で、地域の魅力
や地域が活性化する方法を話し合うのは楽しかったし、他の参加者の考えも

聞けて、地域の今後をみんなで考えることが
できたのは良かったと思います。今後のワー
クショップでも、旧岡田上小学校のように、
施設を壊すのではなく、地域の資源として別
の利用方法を考え、地域の活性化につなげて
いきたいです。

11月に開催した加佐地域公共
施設まちづくりワークショップ

市
民
と
共
に
公
共
施
設
の

未
来
を
考
え
る

80,000
70,000
60,000
50,000
40,000
30,000
20,000
10,000

0
1950以前1950 1970 1980 1990 2000 2010 2020（年代）

（平方㍍）

1960

建設した公共施設（延べ床面積）の推移

　今後の公共施設はどうあるべきか「未来につなげ
る舞鶴市の公共施設」を皆さんと共に考えていきま
しょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　 《資産マネジメント推進課》

【申し込み方法】前日12時までに申し込みフォームで資産
マネジメント推進課（☎66・1045）へ。詳細は、
市ホームページで。右コードからアクセス可。
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談
期
間
は
2
月
28
日
㈮
ま
で
。

【
対
象
】❖
明
治
時
代
以
前
に

建
て
ら
れ
た
神
社
・
寺
院
な

ど
の
建
物
修
理
❖
明
治
時
代

以
前
の
仏
像
、
仏
画
・
ふ
す

ま
絵
な
ど
美
術
工
芸
品
の
保

存
や
そ
の
保
存
に
必
要
な
収

蔵
庫
の
整
備
❖
戦
前
か
ら
伝

承
さ
れ
て
い
る
民
俗
芸
能
、

伝
統
行
事
で
用
い
ら
れ
る
太

鼓
、
屋
台
な
ど
の
修
理
や
衣

装
の
購
入
な
ど

▼
詳
し
く
は
、
文
化
振
興
課

（
☎
66
・
１
０
１
９
）へ
。

　

国
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
相

談
員
が
戦
没
者
遺
族
の
恩
給

や
給
付
金
・
弔
慰
金
の
受
給
、

生
活
上
の
困
り
事
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

❖
東
・
中
・
大
浦
地
区
…
四
方

順
子
さ
ん（
☎
62
・
2
7
8
4
）

❖
西
・
加
佐
地
区
…
新
宮
正
義

さ
ん（
☎
76
・
6
2
2
0
）

《
福
祉
企
画
課
》

　

固
定
資
産
税
は
土
地
や
家

屋
の
ほ
か
、償
却
資
産（
事
業

用
資
産
）も
課
税
の
対
象
で

す
。
申
告
が
ま
だ
の
事
業
者

は
、
早
め
に
京
都
地
方
税
機

構
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
京
都
地
方
税

機
構（
☎
0
7
5
・
4
1
4
・

4
5
0
3
）へ
。　

 

　
　
　
　
　
　
　

  《
税
務
課
》

　

令
和
6
年
度
の
歯
周
疾
患

検
診
は
2
月
28
日
㈮
ま
で
。

受
診
し
て
い
な
い
人
は
、
早

め
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
に
は
検
診
案
内
兼
受
診

券（
対
象
者
に
は
送
付
済
み
）

と
保
険
証
が
必
要
で
す
。

【
場
所
】市
内
協
力
歯
科
医
療

機
関（
受
診
券
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
可
）

【
内
容
】歯
周
病
検
査
や
歯
科

一
般
検
査
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

指
導

【
対
象
】今
年
度
40
歳
・
50
歳
・

60
歳
・
70
歳
の
市
内
在
住
の

人（
治
療
中
、総
入
れ
歯
の
人

は
対
象
外
）

【
料
金
】6
0
0
円（
70
歳
、生

活
保
護
・
非
課
税
世
帯
、
舞

鶴
市
国
保
加
入
者
は
無
料
）

【
申
し
込
み
方
法
】直
接
協
力

歯
科
医
療
機
関
へ
。

▼
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り

課（
☎
65
・
0
0
6
4
）へ
。

　

H
P
V
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

公
費（
無
料
）に
よ
る
接
種
期

間
が
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

【
対
象
】平
成
９
年
４
月
２
日

～
平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
女
性
で
、
令
和
４
年
４

月
～
令
和
７
年
３
月
末
ま
で

に
１
回
ま
た
は
２
回
接
種
し
、

３
回
目
の
接
種
が
完
了
し
て

い
な
い
人

【
対
象
期
間
】令
和
８
年
３
月

31
日
㈫
ま
で

【
申
し
込
み
方
法
】直
接
、
接

種
協
力
医
療
機
関
へ
申
し
込

み
を
。
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
を
。

下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク

セ
ス
可
。

▼
詳
し
く
は
、
こ
ど
も
家
庭

し
あ
わ
せ
課（
☎
68
・
９
１

５
５
）へ
。

　

市
で
は
、75
歳
以
上
の
人
を

対
象
に
、バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
・

京
都
丹
後
鉄
道
の
割
引
チ

ケ
ッ
ト
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

令
和
5
年
度
発
行
で
、右
上
記

載
の
ナ
ン
バ
ー
が「
05
」「
５
」

で
始
ま
る
チ
ケ
ッ
ト
の
有
効

期
限
は
３
月
31
日
㈪
ま
で
で

す
。
手
元
の
チ
ケ
ッ
ト
を
確

認
し
、期
限
ま
で
に
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
高
齢
者
支
援

課（
☎
66
・
1
0
1
2
）へ
。

　

Ｊジ
ェ
イ
‐
Ａア

ラ

ー

ト

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ（
全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）に
よ

る
全
国
一
斉
の「
緊
急
情
報

（
国
民
保
護
）伝
達
訓
練
」
を

実
施
し
ま
す
。

【
日
時
】２
月
12
日
㈬
11
時
ご
ろ

【
内
容
】
❖
防
災
行
政
無
線
、

自
動
起
動
ラ
ジ
オ
…
試
験
放

送
を
一
斉
に
放
送
❖
ま
い
づ

る
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
…

試
験
メ
ー
ル
を
一
斉
に
配
信

※
気
象
状
況
な
ど
で
訓
練
を

　

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

�
自
分
の
身
を
守
る
行
動
を

　

今
い
る
場
所
で
、
自
分
の

身
を
守
る
行
動
を
と
っ
て
く

だ
さ
い
。
屋
外
に
い
る
人
は
、

近
く
の
堅
ろ
う
な
建
物
に
避

難
。
建
物
が
な
い
場
合
は
、コ

ン
ク
リ
ー
ト
塀
な
ど
の
物
陰

に
身
を
隠
す
か
、
地
面
に
伏

せ
て
頭
部
を
守
る
な
ど
。

▼
詳
し
く
は
、
危
機
管
理
・

防
災
課（
☎
66
・
１
０
８
９
）

へ
。

　

文
化
財
と
し
て
価
値
が
高

い
と
認
め
ら
れ
る
神
社
や
寺

院
、
地
域
に
伝
わ
る
貴
重
な

文
化
資
料
・
伝
統
行
事
の
保

全
活
動
は
、
府
の
補
助
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
相

暮
ら
し
の
情
報

市の人口と世帯数 人口  74,998 人（‐135 人）　世帯  33,871 世帯（‐59 世帯）
男  37,635 人（‐65 人）　女  37,363 人（‐70 人）※令和 7 年 1 月１日現在の推計人口。（　）内は前月比

償
却
資
産
申
告
書
の
提
出
を

J

－

A
L
E
R
T　
　
　
　

緊
急
情
報
伝
達
訓
練

戦
没
者
遺
族
相
談
員
に
相
談
を

歯
周
疾
患
検
診
の
受
診
期
限

は
2
月
末

高
齢
者
外
出
支
援
チ
ケ
ッ
ト

の
有
効
期
限
は
３
月
末

文
化
財
補
助
金
の
相
談　

受
け
付
け

H
P
V
ワ
ク
チ
ン
接
種
の　

公
費
接
種
期
間
が
延
長
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請
書
」
に
必
要
書
類
を
添
付

し
、持
参
か
郵
送
で
7
月
31
日

ま
で
に
福
祉
企
画
課
へ
。
申

請
書
は
福
祉
企
画
課
、生
活
支

援
相
談
課
、西
支
所
、社
会
福

祉
協
議
会
に
備
え
付
け
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
。
下
コ
ー

ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

▼
詳
し
く
は
、
福
祉
企
画
課

（
☎
68
・
9
0
1
2
）
へ
。　

　

ご
み
の
分
別
方
法
・
処
分

方
法
や
不
燃
ご
み
の
収
集
日

程
な
ど
を
記
載
し
た
、
令
和

７
年
度
版「
舞
鶴
市
ご
み
分

別
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
」（
A
４
版
、

32
㌻
）を
作
成
し
ま
し
た
。
３

月
１
日
㈯
～
31
日
㈪
に
順
次

全
戸
配
布（
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
）

で
お
届
け
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
生
活
環
境
課

（
☎
66
・
1
0
0
5
）へ
。

　

昨
年
３
月
～
今
年
２
月
に

利
用
し
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
対
し
、所
得
区
分
ご
と
に

定
め
た
利
用
者
負
担
の
上
限

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価

格
な
ど
の
物
価
高
騰
に
よ
る

家
計
へ
の
負
担
増
加
を
踏
ま

え
、生
活
・
暮
ら
し
を
支
え
る

た
め
、給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

【
対
象
】❖
令
和
６
年
12
月
13

日
時
点
で
、世
帯
員
全
員
が
令

和
６
年
度
住
民
税
非
課
税
世

帯
❖
令
和
６
年
１
月
～
12
月

の
任
意
の
１
カ
月
の
収
入
が

住
民
税
非
課
税
相
当
と
な
っ

た
世
帯（
家
計
急
変
世
帯
）

【
支
給
額
】1
世
帯
あ
た
り
３

万
円
。
う
ち
、18
歳
以
下
の
子

月
額
の
超
過
分
を
支
給
し
ま

す
。
ま
た
、介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
に
移
行
し
た
人
の
利
用
者

負
担
の
軽
減
も
あ
り
ま
す
。

�
高
額
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費

【
内
容
】
利
用
者
負
担
額（
月

額
、高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど

で
償
還
さ
れ
た
費
用
や
食
・

光
熱
水
費
な
ど
は
除
く
）の
合

計
が
、３
７
，２
０
０
円
を
超

え
た
分（
た
だ
し
、児
童
は
利

用
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
最

も
負
担
上
限
月
額
の
高
い
額

を
超
え
た
分
）を
支
給

【
対
象
の
世
帯
】❖
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス（
介
護
給
付
・
訓
練

等
給
付
）や
児
童
福
祉
法
に
基

づ
く
児
童
通
所
支
援（
児
童
発

達
支
援
・
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
）、障
害
児
施
設
を
利
用

す
る
人
が
い
る
❖
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
と
補
装
具
、障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
と
介
護
保
険
の

サ
ー
ビ
ス
を
併
せ
て
利
用
し

て
い
る
人
が
い
る（
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
費
の
負
担
額
が
０

円
の
人
は
対
象
外
）❖
特
定
の

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
５
年

以
上
利
用
し
た
人
が
65
歳
に

な
り
、そ
れ
と
同
等
の
介
護
保

険
制
度
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る

令
和
７
年
度
版
舞
鶴
市　

ご
み
分
別
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク

ど
も
を
扶
養
す
る
世
帯
は
、子

ど
も
１
人
あ
た
り
２
万
円
を

加
算

【
受
給
方
法
】❖
住
民
税
非
課

税
世
帯
…
令
和
5
年
度
７
万

円
給
付
金
か
令
和
６
年
度
10

万
円
給
付
金
を
受
給
さ
れ
た

世
帯
に
は「
確
認
書
」を
送
付
。

内
容
に
変
更
が
な
い
場
合
は

連
絡
は
不
要
、要
件
に
該
当
し

な
く
な
っ
た
な
ど
の
場
合
は

連
絡
を
。
そ
れ
以
外
の
世
帯

は
、２
月
下
旬
以
降
に
送
付
す

る「
申
請
書
」に
必
要
書
類
を

添
付
し
、持
参
か
郵
送
で
7
月

31
日
㈭
ま
で
に
福
祉
企
画
課

へ
。
❖
家
計
急
変
世
帯
…「
申

�
重
複
利
用
者
へ
の
支
給

【
内
容
】対
象
と
な
る
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
同
じ
月
に
重
複
し

て
利
用
し
、そ
の
利
用
者
負
担

額（
月
額
）の
合
計
が
、府
・
市

の
定
め
る
上
限
月
額
を
超
え
た

分（
左
表
）

【
対
象
】❖
在
宅
生
活
者
の
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
❖
自
立
支
援
医

療（
更
生
医
療
・
育
成
医
療
・

精
神
通
院
医
療
）❖
補
装
具

《
共
通
》【
申
請
方
法
】印
鑑
や
領

収
書
、振
り
込
み
先
の
口
座
が

分
か
る
も
の（
通
帳
な
ど
）を

持
参
し
、３
月
14
日
㈮
ま
で
に

障
害
福
祉
・
国
民
年
金
課（
☎

66
・
１
０
３
３
、℻

 

62
・
７
９

５
７
）か
子
育
て
応
援
課（
☎

66
・
１
０
９
４
、℻

 

62
・
７
９

５
７
）へ
。

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

給
付
金

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
重
複

利
用
者
な
ど
の
負
担
を
軽
減

　新しい公共施設予約システムが3月1日㈯
から本稼働します。2月19日㈬～28日㈮は、
システムでの予約申し込みができません。詳
細は、施設のチラシか市ホームページ
で確認を。右コードからアクセス可。
▶詳しくは、デジタル推進課（☎66・1092）へ。

重複利用者負担の上限月額

所得階層区分 月額
（上限）

生活保護世帯 0円

市民税
非課税
世帯

収入が年間80万円（障害
基礎年金２級相当）以下 7,500円障害基礎年金１級および
特別障害者手当のみ
上記以外 12,300円

市民税
課税世帯

市民税所得割16万円未満 18,600円
市民税所得割16万円以上 37,200円

公共施設予約システム更新のお知らせ

現行システム
（利用日が3/31まで）

新システム
（利用日が4/1以降）

2 月 18 日㈫まで 利用可 利用不可

2 月 19 日㈬～
28 日㈮

利用不可
※ 2 月 19 日～ 28 日利用分の予約  
　は窓口のみ

3 月 1 日㈯～
31 日㈪

利用可
※利用日が 3 月
　31 日までのも
　のに限る

利用可
※利用日が 4 月
　1 日 以 降 の も
　のに限る

4 月 1 日㈫から 利用不可 利用可
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　舞鶴市では、中央図書館の開館に合わせ、全市域
へ図書館サービスを届けるため、図書館の本を自動
車に乗せ、各地域を巡る動く図書館「自動車図書館」
を導入します。
　自動車図書館では、図書館に足を運ぶことが難し
い人や子ども達に本を届け、自動車図書館が来るこ
とを心待ちにしていただけるよう、また、一人でも
多くの人が利用できるよう、拠点やサービス内容な
どの検討を進めています。
　これまでの内容については、市ホームペー
ジに掲載しています。右コードからアクセス
可。
　また、2月22日㈯
に、こ れ か ら の 図
書館を考える市民
ワークショップを
開催します。詳し
くは17㌻に掲載。
　    　 《図書館課》

   パブリックコメント制度による意見を募集

　赤れんがパーク周辺駐車場が有料になります
　（市役所、東体育館利用者は無料）   思い描く図書館づくり（第７回）

　今年７月から、赤れんがパーク周辺駐車場（赤れん
がパーク駐車場、市役所前駐車場、東体育館前駐車
場）が有料になります（市議会12月定例会で条例が可
決）。
　30分を超えて駐車場を利用された場合、出庫前に
精算機などで精算してください。また、市役所や東
体育館を利用された人は、それぞれの施設の利用時
に配布する無料券で精算、出庫してください。
　詳しい利用方法などは、今後、広報まいづるや市
ホームページなどでお知らせします。
　ご理解、ご協力をよろしくお願いします。
▶詳しくは、企画政策課（☎66・1042）へ。

　舞鶴市では、今後進める計画を策定する際、パブ
リックコメント手続き制度に基づき、市民からの意
見を踏まえて最終案を作成しています。
　意見を募集する計画や内容は下表のとおり。皆さ
んからの意見を募集します。
　なお、提出された意見は、その概要と意見に対す
る市の考え方を整理し公表します（氏名などは公表

しません）。詳細は市ホームページで確認を。下コー
ドからアクセス可。

【意見の提出方法】
様式は自由。住所、氏名、電話番号を記載し「●●●

（計画名を記載）に関する意見」と明記し、郵送か持参、
ファクス、メール、市問い合わせフォームで各担当
課へ。匿名・電話・口頭での意見は受け付けしません。

計画名 内容 計画の公表場所 ホーム
ページ 提出期限 担当課

舞鶴市こどもまん
なか計画（案）

国の「こども基本法」や「こども大綱」に基づき、
市のこども・子育て支援を推進するため、みんな
でつくる「こどもまんなか社会」の実現やこども
と親を支える保健・医療・福祉の充実、子育て家
庭への支援のあり方などについて定めたもの

子育て応援
課、 乳 幼 児
教育推進課、
こども家庭し
あわせ課

【共通】
市政情 報
コーナー、
西 支 所、
加佐分室、
各公民館、
東・ 西 図
書 館、 市
ホームペー
ジ

2 月 21 日
㈮

子育て応援課
☎ 66・1008
℻ 62・7957

舞鶴市部活動地域
展開推進計画（案）

少子化に伴い、学校単位の部活動が難しくなって
いる状況を踏まえ、将来も子ども達が希望する活
動ができるよう、舞鶴市として取り組みを進める
ための基本的な考え方を定めたもの

学校教育課、
スポーツ振
興 課、 文化
振興課

2 月 21 日
㈮

学校教育課
☎ 66・1072
℻ 62・9897

舞鶴市パートナー
シップ・ファミ
リーシップ宣誓制
度に関する指針

（案）

全ての市民が多様な性のあり方を理解し、一人ひ
とりの人権が尊重され、誰もが自分らしく暮らせ
るまちの実現に向けて、パートナーシップ・ファ
ミリーシップ宣誓制度の基本的な考え方を定めた
もの

人権啓発推
進課、フレア
ス舞 鶴、 各
市民交流セ
ンター

2 月 25 日
㈫ 人権啓発推

進課
☎ 66・1022
℻ 62・9891

第３次舞鶴市 DV
対策基本計画（案）

犯罪となる行為も含む重大な人権侵害である配偶
者などからの暴力（DV）の未然防止、被害者の保護・
自立支援について定めたもの

2 月 21 日
㈮

赤れんがパーク
第 1 駐車場

赤れんがパーク
第２駐車場

（市役所前）

赤れんがパーク
第３駐車場

（東体育館前）

▲自動車図書館のイメージ

【すみずみまで本を届ける動く図書館】
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進む！まいづる！
市政の話題などを紹介

【市長から】
　伝統やルールに固執せず、時代の変化に即応する

市役所づくりを進めています。職員の積極的かつ合

理的な働きを生み出し、質の高い行政サービスを提

供するとともに、医療体制の充実や防災力の向上な

ど、あらゆる分野で市民生活の向上に努めます。

東・西地区で「これから
の医療提供体制に関する意
見交換会」を開催し、合計
100 人を超える市民が参加
しました。

市長から、持続可能な地
域医療の確保に向けた取り
組みの経過や現在検討を進
めている再編・統合のパタ
ーンを説明し、今後見込ま
れる医療需要や地域医療を

取り巻く現状・課題を踏ま
えながら、10 年後、20 年
後も安心して受けられる医
療提供体制のあり方を市民
と意見交換を行いました。

これまでの取り組みや意
見交換会の詳細は、市ホ
ームページで公開していま
す。右下コードからアクセ
ス可。

TTO

POPIICS 02CS 02

舞鶴市消防出初式

TTO

POPIICS 04CS 04

1 月 6 日　府内初の新たな試み

市長の年頭あいさつを動画配信

これからの医療提供体制に関する意見交換会

TTO

POPIICS 01CS 01

12 月 18 日・23 日　舞鶴市の医療の未来を考える

TTO

POPIICS 03CS 03

1 月 8 日　地元企業からのバックアップ

女性消防団員用制服贈呈式
　消防団協力事業所である日本板
硝子株式会社舞鶴事業所より、消
防団の活動支援と女性の活躍推進
の一環として、女性消防団員用制
服を寄贈いただきました。
　引き続き、地域防災の要として
団員の皆さんが活動しやすい環境
を整備するとともに、新入団員の
確保をはじめとする組織の強化を
行っていきます。

　地域防災への意識向
上や防火・防災の普及
啓発を目的として、消
防出初式を開催しまし
た。式典では、優良消
防団員への表彰などを
行った後、海上自衛隊
舞鶴音楽隊を先頭に、
消防団員計744人や消防車両などが潮路通りで分列行進
を実施。しおじプラザでは消防車両による一斉放水や、
海上自衛隊23航空隊によるヘリコプターの祝賀飛行、舞
鶴海上保安部の巡視艇による放水展示も行われました。

1 月 12 日　新春恒例

　これまで仕事始めの日に
赤れんが2号棟で職員が集ま
り、対面で行っていた市長の
年頭あいさつを、今年は動画
配信に変更しました。市長自
らが提案したこの取り組み
は、京都府内で初めての試み
であり「メタバース上で市長
のアバターが登場し、訓示を

する」というものです。働き
方改革の一環として時間や場
所にとらわれず、自分のタイ
ミングで動画を視聴できるだ
けでなく、デジタル化への意
識改革を促す機会にもなりま
した。市ホームページでもご
覧いただけます。右コ
ードからアクセス可。

※メタバースは仮想空間、アバターは仮想空間上に登場するユーザーの分身です。
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働き方改革で職員の精神
的・時間的余裕が生まれる

● 職員が地域の人に接する　
　 時間 が増える
● 市民に寄り添った事業の
　立案が可能

質の高い行政サービス
の提供が可能になる

↓

↓

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

時
差
出
勤
制
度

時
差
出
勤
制
度

業
務
効
率
化

業
務
効
率
化

　
舞
鶴
市
で
は
、
社
会
の
変
化
や
市
民
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、

日
々
職
員
が
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
職
員
が

最
大
限
の
能
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
心
身

共
に
健
康
で
、
家
庭
と
仕
事
を
両
立
す
る
こ
と

の
で
き
る
職
場
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
や
働
き
方
に
対
す
る
価
値
観
が
多
様
化
す
る
現
在

に
お
い
て
、
職
員
の
健
康
確
保
や
自
己
実
現
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
を
進
め
、
い
き
い
き
と
前
向
き
に
業
務
に
当
た
れ
る

「
日
本
一
働
き
や
す
い
市
役
所
」
を
目
指
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

が
向
上
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
　   

　《
人
事
課
》

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

届
け
る
た
め
に

　
～
市
役
所
働
き
方
改
革
～

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

　

子
育
て
や
介
護
な
ど
を
行
っ
て

い
る
職
員
が
、
早
出
、
遅
出
出
勤

を
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

職
員
本
人
や
周
り
の
職
員
が
、

よ
り
早
期
に
メ
ン
タ
ル
不
調
に
気

付
き
、
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

策
定
し
ま
す
。

　

職
員
は
、
市
民
の
信
頼
と
期

待
に
応
え
、
最
適
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
が
、
市
民
か
ら
の
要
望
や
意

見
の
中
に
は
、
い
わ
ゆ
る
カ
ス

タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
該
当

す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
舞
鶴

市
役
所
は
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
基
本
方
針

を
策
定
し
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
毅き

ぜ
ん然

と
し
た
態
度

で
、
組
織
一
丸
と
な
っ
て
対
応

し
ま
す
。

　

市
民
に
分
か
り
や
す
く
、

職
員
が
効
率
的
に
働
け
る
窓

口
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

●●  

窓
口
体
験
調
査

窓
口
体
験
調
査

　

職
員
が
市
民
に
な
り
、
市
民
と
同
じ
目
線
で
、

実
際
の
窓
口
を
体
験
す
る
調
査
を
行
い
、
手
続
き

の
動
線
や
負
担
と
な
っ
て
い
る
部
分
を
把
握
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
を
受
け
、
で
き
る
こ
と
は
改
善

し
て
い
き
ま
す
。

●●  

ポ
ス
タ
ー

ポ
ス
タ
ー

　

市
役
所
内
に
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を

掲
示
し
ま
す
。

●●  

名
札
名
札

　

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

へ
の
無
断
投
稿
や
、
ネ
ッ
ト
上
で
の

誹ひ
ぼ
う謗
中
傷
防
止
の
た
め
、
職
員
の
名

札
を
名
字
の
み
の
表
記
に
し
、
職
員

が
安
心
し
て
仕
事
が
で
き
る
環
境

を
整
え
ま
す
。

●●  

デ
ジ
タ
ル
で
手
続
き
を
簡
略
化

デ
ジ
タ
ル
で
手
続
き
を
簡
略
化

　

来
庁
し
な
く
て
も
手
続
き
が
で
き
る
、
来
庁

し
て
も
、
何
度
も
同
じ
こ
と
を
書
か
ず
に

手
続
き
が
で
き
る
よ
う
デ
ジ
タ
ル
技
術

に
よ
る
手
続
き
の
簡
略
化
を
進
め
て
い

ま
す
。

LIFELIFE
WORKWORK
BALANCEBALANCE

働き方改革により働き方改革により
変わること変わること
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１
月
12
日
、
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
で
、
令
和
７
年
「
舞
鶴
市
二
十
歳
の
つ
ど
い
」

を
開
催
。
参
加
者
は
、
振
り
袖
や
ス
ー
ツ
、
羽
織
は
か
ま
な
ど
の
晴
れ
着
に
身

を
包
み
、
友
人
た
ち
と
の
再
会
を
喜
び
、
旧
交
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
代
表
者
が
「
家
族
や
友
人
、
多
く
の
学
び
の
機
会
を
与
え
て
い

た
だ
い
た
先
生
な
ど
、
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
の
期
待
を
背
負
い
、
す
て
き

な
大
人
に
な
り
ま
す
の
で
、
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
、
気
持
ち

を
新
た
に
飛
躍
を
決
意
。
ま
た
、
日
星
高
校
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
と
吹
奏
楽

部
が
お
祝
い
の
演
技
を
披
露
し
、
晴
れ
の
門
出
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

新
た
な
門
出

　
飛
躍
を
決
意
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税
の
申
告 

受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す

便利な暮らしに
マイナンバーカード！

本人確認書類になる！

【取得できる証明書】【取得できる証明書】
□ 住民票の写し　　□ 住民票記載事項証明書
□ 印鑑登録証明書　□ 所得・課税証明書
□ 戸籍謄・抄本        □ 戸籍の附票

より良い医療を
受けることができる

限度額適用認定証の
申請手続きが不要になる

e-Tax(電子申告)を利用した
医療費控除の申告が簡単になる！

マイナ保険証の使用方法

① 医療機関や薬局の顔認証付きカードリーダー
にマイナンバーカードを置く

② 顔認証か暗証番号（数字4桁）
     を入力
③ 過去の診察などの情報を提供
することの可否を選択する

④ 受け付け完了

マイナンバーカード、
電子証明書の有効期限
切れていませんか？

マイナンバーカード
電子証明書

発行日から10回目の誕生日（未成年者は5回目）まで
発行日から5回目の誕生日まで

　平成28年1月から交付が始まったマイナンバーカードは、全国での保有率
が77.1㌫（令和6年12月末時点）となり、4人に3人がカードを取得しています。
しかし「取得しただけ」で自宅で保管したままにしている人もいるのではな
いでしょうか。
　マイナンバーカードは、オンライン化が進む行政手続きやサービスを、安
全かつスムーズに進めるために役立ちます。これからの生活をより便利にす
るために、マイナンバーカードでできる手続きを紹介します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《市民課、保険医療課、税務課》

本人確認と個人番
号の確認が必要な場合でも１枚で
手続きができ

マイナンバーカードは所有者の顔写
真のほか、住所、氏名、生年月日が
記載されており、本人確認と個人番
号の確認が必要な場合でも１枚で
手続きができます。

過去の診療情報を、医師や薬剤師へ
スムーズに共有でき、より良い医療を
受けられます（本人の同意が必要で
す）。

手続きなしで高額療養費の限度額を超える支払
いが免除になります。

住民票などの証明書をマルチコピー機の
ある全国のコンビニで取得できます（手
数料が必要）。

マイナポータルを通じて転出届の提出
や保育所の入所申請ができるなど、行
政手続きのオンライン化が進んでいま
す。

マイナンバーPRキャラクター
マイナちゃん

便利

１ 健康保険証として
使用するメリット！

便利

4

証明書がコンビニで
取得できる！

便利

2

行政手続きが
オンラインでできる！

便利

3

ポイント 2

ポイント 1

ポイント 3

期限を過ぎると市役所の窓口で更新の手続きが必要です。

e-Tax（電子申告）とマイナポータルが
連携することで申告書が自動入力に
なり、医療費などの控除明細の書面
での保管が不要になります。

※有効期限の３カ月前にマイナンバーカード、電子証明書有効期限通知書が郵送
　されます

14



※１…市・府民税の申告は「郵送」での提出にご協力ください。また、
スマホから市役所本庁での申告相談の事前予約ができま
す。希望者は右コードから申し込みを（定員あり）。詳し
くは、税務課（☎66・1026）へ

※２…舞鶴税務署の申告受け付けは予約優先。LINEで事前
予約ができます。右コードからアクセス可

税
の
申
告 

受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す

2月17日㈪
から

❖
市
・
府
民
税
…
2
月
17
日
㈪
～

3
月
17
日
㈪（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
は
除
く
）に
受
け
付
け
。

※
西
支
所
は
２
月
21
日
㈮
ま
で

　

昨
年
、市
・
府
民
税
の
申
告
書

を
提
出
し
た
人
に
は
、２
月
12
日

㈬
ご
ろ
に
申
告
書
を
送
付
し
ま
す
。

届
か
な
い
人
や
新
た
に
申
告
が 

必
要
な
人
は
、
税
務
課（
☎
66
・

１
０
２
６
）へ
連
絡
を
。

　

公
的
年
金
の
収
入
金
額
が
年
間

４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
、
そ

の
他
の
所
得
が
年
間
20
万
円
以
下

の
人
は
、所
得
税
の
確
定
申
告
は

不
要
で
す（
還
付
を
受
け
る
場
合

な
ど
は
確
定
申
告
が
必
要
）。

　

た
だ
し
、
次
の
人
は「
市
・
府

民
税
申
告
書
」を
市
役
所
へ
提
出

す
る
と
、市
・
府
民
税
が
減
額
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
控
除
の

申
告
漏
れ
が
な
い
よ
う
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

❖
市
・
府
民
税
が
減
額
に
な
る
人

…
市
・
府
民
税
が
課
税
さ
れ
、年

金
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て

い
な
い
社
会
保
険
料
控
除（
納
付

書
・
口
座
振
替
で
支
払
っ
た
国
民

健
康
保
険
料
な
ど
）、
医
療
費
控

除
、扶
養
控
除
な
ど
各
種
控
除
の

追
加
・
変
更
が
あ
る
人

※
所
得
・
控
除
の
状
況
に
よ
っ
て

は
、控
除
を
申
告
さ
れ
て
も
税

額
が
変
わ
ら
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す

　

市
・
府
民
税
の
申
告
に
は
申
告

者
と
被
扶
養
者
の
個
人
番
号（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
）の
記
載
が
必
要
で

す
。
ま
た
、個
人
番
号
を
記
載
し

た
申
告
書
を
提
出
す
る
際
は
、申

告
者
の
本
人
確
認
と
番
号
確
認
が

で
き
る
書
類
の
提
示
か
写
し
の
添

付
が
必
要
で
す
。

申 告 相 談 ・ 受 け 付 け の 日 程

受付会場 市役所本庁
（１階ロビー）

市役所
西支所 舞鶴税務署 ※2

受付時間 9時～12時、13時～16時 9時～16時

２
月

17日㈪ ● ● ● ●
18日㈫ ● ● ● ●
19日㈬ ● ● ●
20日㈭ ● ● ● ●
21日㈮ ● ● ●
25日㈫ ● ● ●
26日㈬ ● ●

27日㈭ ● ● ●

28日㈮ ● ●

３
月

 ３日㈪ ● ● ●
 ４日㈫ ● ●

 ５日㈬ ● ●

 ６日㈭ ● ● ●

 ７日㈮ ● ●

10日㈪ ● ● ●

11日㈫ ● ● ●

12日㈬ ● ●

13日㈭ ● ● ●

14日㈮ ● ●

17日㈪ ● ● ●

▲申告の相談・受け付けは●印の付いている日に実施

�
市
役
所
で
の
申
告
受
け
付
け

�
市
・
府
民
税
申
告
書
の
送
付

�
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

�
市
・
府
民
税
申
告
書
へ
の
個
人

番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）の
記
載

確定申告は e-Tax（電子申告）で！
　所得税・消費税の確定申告は、自宅からのスマホ・パソ
コンでの電子申告を推奨しています。国税庁ホームページ

「確定申告書等作成コーナー」（右コードからアクセ
ス可）を利用し、申告書を作成できます。
　詳しくは、確定申告コールセンター（☎ 75・0801、音声案
内「0」）へ

土地等譲渡
所得・贈与税

所得税
消費税市・府民税 ※1税区分

【
有
料
広
告
】

※
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
で
の
所
得
税

　

の
申
告
受
け
付
け
は
あ
り
ま
せ

　

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
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【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

催
し

郷
土
資
料
館
で「
舞
鶴
ふ
る
さ
と
発

見
」ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク

時
２
月
11
日
㈷
13
時
30
分
～
14
時
30
分

内
江
戸
時
代
の
廻か

い
せ
ん船

に
つ
い
て
の
展
示

解
説

料
１
０
０
円（
学
生
50
円
、市
内
在
住
か

在
学
の
学
生
は
無
料
）

問
同
館（
☎
75
・
８
８
３
６
）

赤
れ
ん
が
博
物
館 

新
収
蔵
品
展

時
２
月
15
日
㈯
～
３
月
16
日
㈰
９
時
～

17
時
内
寄
贈
さ
れ
た
浦
賀
ド
ッ
ク
の
れ

ん
が
な
ど
を
展
示

料
４
０
０
円（
学
生
１
５
０
円
、市
内
在

住
か
在
学
の
学
生
は
無
料
）

問
同
館（
☎
66
・
１
０
９
５
）

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
経
営
～
健
幸
な

社
員
が
輝
く
持
続
可
能
な
会
社
へ
～

時
２
月
17
日
㈪
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
中
総
合
会
館
内
社
員
の
心
身
の
健
康

と
幸
福
を
追
及
す
る「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
経
営
」を
学
ぶ
定
先
着
50
人

申
２
月
12
日
㈬
ま
で
に
申
し
込
み
フ
ォ

ー
ム
で
健
康
づ
く
り
課（
☎
65
・
０
０
６

５
）へ
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
を
。
下
コ
ー
ド
か

略語の見方　時＝日時　　場＝場所・会場　　内＝内容　対＝対象　定＝定員、募集人数　料＝料金
　　　　　　他＝その他　申＝申し込み方法　問＝問い合わせ先

【ご注意】次の場合は記載していません。対 だれでも　定 特になし　料 無料　他 特になし　申 不要

ら
ア
ク
セ
ス
可
。

西
図
書
館（
☎
75
・
５
４
０
６
）

●
赤
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

時
２
月
19
日
㈬
11
時
～
11
時
15
分

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
う
た

遊
び
な
ど
対
０
～
２
歳
児

●
え
ほ
ん
の
じ
か
ん

時
３
月
１
日
㈯
11
時
～
11
時
15
分
内
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
対
３
歳
以
上

●
ミ
ニ
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
大
会

時
３
月
15
日
㈯
14
時
～
15
時
30
分

内
「
ナ
ン
ジ
ャ
モ
ン
ジ
ャ
」な
ど
の
ボ
ー

ド
ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ
対
中
学
・
高
校
生

定
先
着
20
人
申
２
月
18
日
㈫
～
前
日
に

電
話
か
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で
。

下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

東
図
書
館（
☎
62
・
０
１
９
０
）

●
え
ほ
ん
の
じ
か
ん

時
２
月
22
日
㈯
11
時
～
11
時
15
分
内
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
対
３
歳
以
上

●
読
書
会

時
３
月
１
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時

内
新
田
次
郎
著『
八
甲
田
山
死
の
彷ほ

う
こ
う徨

』

●
赤
ち
ゃ
ん
え
ほ
ん
の
ひ
ろ
ば

時
３
月
４
日
㈫
11
時
～
11
時
15
分

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
う
た

遊
び
な
ど
対
０
～
２
歳
児

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

時
２
月
21
日
㈮
13
時
30
分
～
15
時

場
西
図
書
館
内
参
加
者
同
士
の
交
流
な

ど
対
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家

族
問
高
齢
者
支
援
課（
☎
66
・
１
０
１
８
）

西
プ
ラ
７な

な

こ

７
５
バ
ザ
ー
ル

時
２
月
23
日
㈷
10
時
～
15
時

場
西
市
民
プ
ラ
ザ

内
手
作
り
雑
貨
や
菓
子
の
販
売

問
有
本
積
善
社（
☎
77
・
０
１
２
０
）

公
民
館
作
品
展

　
各
公
民
館
の
定
期
講
座
や
サ
ー
ク
ル

活
動
に
参
加
し
た
人
の
絵
画
や
書
、写
真
、

絵
手
紙
な
ど
の
作
品
を
展
示
。

●
中
公
民
館（
☎
62
・
０
４
０
０
）

時
２
月
28
日
㈮
～
３
月
２
日
㈰
９
時
30

分
～
16
時
30
分（
２
日
は
15
時
30
分
ま
で
）

●
西
公
民
館（
☎
75
・
６
５
０
１
）

時
３
月
１
日
㈯
・
２
日
10
時
～
16
時
30

分（
２
日
は
15
時
ま
で
）

●
城
南
会
館（
☎
78
・
１
８
０
０
）

時
３
月
１
日
・
２
日
９
時
30
分
～
16
時

30
分（
２
日
は
15
時
ま
で
）

●
ま
な
び
あ
む（
☎
64
・
４
０
６
０
）

時
３
月
７
日
㈮
～
９
日
㈰
９
時
30
分
～

16
時
30
分（
９
日
は
15
時
ま
で
）

他
８
日
㈯
は
お
茶
会
、９
日
は
小
さ
な

音
楽
発
表
会
を
実
施

●
南
公
民
館（
☎
62
・
０
２
８
８
）

時
３
月
７
日
～
９
日
９
時
～
17
時（
９

日
は
16
時
ま
で
）

お
知
ら
せ
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【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

定
先
着
20
人

《
共
通
》場
フ
レ
ア
ス
舞
鶴

申
２
月
12
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
申
し
込

み
フ
ォ
ー
ム
で
人
権
啓
発
推
進
課（
☎

66
・
１
０
２
２
）へ
。
下
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

第
２
回
地
域
史
講
話「
身
近
な
こ
と

か
ら
舞
鶴
の
歴
史
を
考
え
る
」

時
２
月
16
日
㈰
13
時
30
分
～
15
時

場
西
総
合
会
館
定
先
着
50
人

申
前
日
ま
で
に
電
話
か
申
し
込
み
フ
ォ

ー
ム
で
文
化
振
興
課
市
史
編
さ
ん
係（
☎

68
・
９
５
５
６
）へ
。
下
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

糖
尿
病
教
室

時
２
月
19
日
㈬
13
時
30
分
～
14
時
30
分

場
舞
鶴
赤
十
字
病
院
内
視
能
訓
練
士
と

薬
剤
師
に
よ
る
講
演「
糖
尿
病
網
膜
症

と
新
し
い
糖
尿
病
治
療
薬
」

問
同
院（
☎
75
・
１
９
２
０
）

よ
う
こ
そ
加
佐
！　
　
　
　
　
　
　
　

キ
レ
ン
さ
ん
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
料
理
教
室

時
３
月
15
日
㈯
10
時
～
14
時
場
加
佐
公

民
館
内
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
麺
料
理「
ラ

ク
サ
」を
作
る
定
８
人（
多
数
の
場
合
抽

選
）料
１
，６
０
０
円（
材
料
代
）

申
２
月
14
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
加
佐
活

性
化
セ
ン
タ
ー（
☎
83
・
０
０
３
６
）へ
。

▶田辺城資料館、ふるさと発見館（郷土資料館）／毎週月曜日（祝日の場合はその翌々日）と祝日の翌日
▶総合文化会館、陶芸館／毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）　▶文化公園体育館／第２木曜日　▶東体育館／第３木曜日
▶中公民館／第４月曜日　▶まなびあむ、西・南・加佐公民館、大浦・城南会館／毎週月曜日
▶東図書館／毎週木曜日と祝日（火・木曜日の場合のみ）、毎月の最終火曜日
▶西図書館／毎週月曜日と祝日（月・水・金曜日の場合のみ）、毎月の最終水曜日

施設の
休館日

み
ず
な
ぎ
学
園「
ふ
れ
あ
い
展
」

時
３
月
１
日
㈯
10
時
～
15
時

場
赤
れ
ん
が
４
号
棟

内
同
園
の
様
子
を
ま
と
め
た
展
示
や
キ

ャ
ッ
プ
ア
ー
ト
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

同
園
で
作
っ
た
雑
貨
・
パ
ン
な
ど
を
販

売
問
同
園（
☎
63
・
５
０
３
０
）

絵
画
教
室
利
用
者「
絵
画
展
」

時
３
月
１
日
㈯
～
27
日
㈭
10
時
～
16
時

場
サ
ロ
ン「
ぽ
ー
れ
ぽ
ー
れ
」問
同
サ
ロ

ン（
☎
63
・
３
０
０
８
、ＦＡＸ
62
・
９
５
４
６
）

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
遊
ぼ
う
！　
　

ワ
ク
ワ
ク
自
然
体
験
あ
そ
び

時
３
月
16
日
㈰
９
時
～
14
時

場
倉
梯
第
二
小
学
校
集
合
内
温お

け

が

う

ろ

気
ヶ
宇
呂

の
滝
へ
ハ
イ
キ
ン
グ
対
小
学
１
～
４
年

生
と
そ
の
保
護
者
申
２
月
20
日
㈭
～
28

日
㈮
に
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
京
都
連
盟

舞
鶴
第
６
団（
☎
62
・
４
６
７
３
）の
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
。
下
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
可
。

Vitality

春
の
ま
い
づ
る
フ
ァ
ン　

☆
ウ
オ
ー
ク

　

春
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
。

時
３
月
24
日
㈪
～
５
月
18
日
㈰

内
毎
週
の
目
標
を
達
成
し
、ド
リ
ン
ク

チ
ケ
ッ
ト
な
ど
を
獲
得
。
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
。
左
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

申
３
月
９
日
㈰
ま
で
に
申
し
込
み
フ
ォ

ー
ム
で
健
康
づ
く
り
課（
☎
65
・

０
０
６
５
）へ
。

教
室

「
性
」を
テ
ー
マ
に
人
権
を
考
え
る

●
家
族
で
学
ぶ
包
括
的
性
教
育　
　
　
　

「
生
き
る
力
を
育
て
る
講
座
」

時
２
月
16
日
㈰
10
時
30
分
～
12
時

内
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
な
ど
、性
の
あ
り

方
や
自
分
ら
し
さ
を
学
ぶ

対
小
学
生
以
上
と
そ
の
保
護
者

定
先
着
15
組

●
性
別
で
見
る
多
様
性
と
人
権
～
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
だ

け
じ
ゃ
な
い
！
あ
な
た
の
性
の
あ
り
方
は
～

時
２
月
16
日
13
時
～
15
時
30
分

内
性
の
多
様
性
に
つ
い
て
、基
礎
知
識

を
学
ぶ
対
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

これからの図書館を考える市民ワークショップ
時 2 月 22 日㈯ 14 時～ 16 時 
場 商工観光センター 内 東地区の分館の
活用方法について 定 30 人（多数の場合
抽選） 他 傍聴可
申 2 月 14 日㈮までに電話か窓口、申し
込みフォームで図書館課（☎ 68・9221）
か東図書館（☎ 62・0190）、西図書館（☎
75・5406）へ。右コードからア
クセス可。
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Wind of Maizuru
毎週木曜日、12時40分～12時50分
舞鶴のイベント情報などを紹介

お役立ち情報やイベント情報などを
広報番組「パブリックラインまいづる」などで
お知らせ

市の広報番組

場
西
図
書
館

内
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
を
支
援
し
、

自
殺
予
防
に
つ
な
げ
る「
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
」と
し
て
、対
人
援
助
の
方
法
や
話

を
聴
く
た
め
の
基
本
姿
勢
を
学
ぶ

対
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上（
高

校
生
を
除
く
）

定
先
着
20
人

申
２
月
14
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク

ス
、申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で
生
活
支
援

相
談
課（
☎
66
・
５
０
０
１
、ＦＡＸ

62
・
２
０
５
０
）へ
。
下
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

時
２
月
27
日
㈭
18
時
～
21
時
場
東
消
防

署
・
防
災
セ
ン
タ
ー
定
先
着
20
人
申
２

月
24
日
㈷
ま
で
に
電
話
か
申
し
込
み
フ
ォ

ー
ム
で
同
署（
☎
65
・
０
１
１
９
）

へ
。下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

初
め
て
の
ハ
ー
ブ
生
活

時
３
月
14
日
㈮
10
時
～
12
時

場
大
浦
会
館
内
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
作
り

や
、ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の
入
れ
方
を
学
ぶ

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

定
先
着
15
人
料
１
，５
０
０
円
申
２
月

７
日
㈮
～
３
月
７
日
㈮
に
電
話
か
窓
口

で
同
館（
☎
68
・
２
０
１
０
）へ
。

父お
や
こ子
で
イ
ン
ド
ア
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ　

＠
ま
な
び
あ
む

時
３
月
22
日
㈯
15
時
～
23
日
㈰
10
時

内
父
親
と
一
緒
に
夕
食
作
り
や
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム
大
会
、屋
内
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な

ど
に
参
加
し
、ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
舞
鶴
に

宿
泊
対
市
内
在
住
の
３
～
15
歳
と
そ
の

父
親
定
10
組（
多
数
の
場
合
抽
選
、参
加

者
が
５
組
未
満
の
場
合
中
止
）

料
２
人
１
組
５
，０
０
０
円（
１
人
増
え

る
ご
と
に
２
，５
０
０
円
追
加
）

申
３
月
15
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
ま
な
び

あ
む（
☎
64
・
４
０
６
０
）へ
。

募
集

各
公
民
館
定
期
講
座
の
受
講
生

　

各
公
民
館
が
１
年
を
通
し
て
開
催
す

る
定
期
講
座
の
受
講
生
を
募
集
。

内
音
楽
や
体
操
、写
真
、絵
画
な
ど

対
市
内
在
住
か
在
勤
、在
学
の
18
歳
以
上

申
３
月
15
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク

ス
、窓
口
で
各
公
民
館
へ
。
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
。
下

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

高
校
生
給
付
型
奨
学
金
等
の
支
給
申
請

対
❖
生
活
保
護
世
帯
❖
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
う
ち
、ひ
と
り
親
世
帯
、障
害
者

世
帯（
父
母
か
そ
の
ど
ち
ら
か
が
身
体
障

害
者
３
級
以
上
な
ど
）、児
童
世
帯
、長

期
療
養
者
世
帯 

※
そ
の
他
要
件
あ
り

申
２
月
３
日
㈪
～
28
日
㈮
に
申
請
書（
中

丹
東
保
健
所（
☎
75
・
０
８
５
６
）に
備

え
付
け
）を
同
保
健
所
の
窓
口
へ
。

舞
鶴
ス
ポ
ー
ツ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
　
　

（
東
体
育
館
内
、☎
66
・
１
０
６
１
）

●
姿
勢
改
善
ピ
ラ
テ
ィ
ス 

無
料
体
験
会

時
２
月
19
日
㈬
14
時
～
15
時
場
文
化
公
園

体
育
館
対

16
歳
以
上
定
先
着
10
人
申
当

日
ま
で
に
電
話
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、窓
口

で
同
園
体
育
館（
☎
77
・
１
８
５
０
）へ
。

●
ズ
ン
バ
フ
ェ
ス
タ

時
３
月
２
日
㈰
13
時
～
14
時
30
分
場
文

化
公
園
体
育
館
定
先
着
１
０
０
人
料
３
，

０
０
０
円（
２
月
25
日
㈫
ま
で
の
申
し

込
み
は
２
，５
０
０
円
）申
当
日
ま
で
に

東
体
育
館
か
同
園
体
育
館
の
窓
口
で
。

●
シ
セ
イ
カ
ル
テ

時
３
月
７
日
㈮
・
８
日
㈯
12
時
～
16
時

30
分
場
文
化
公
園
体
育
館
対
小
学
生
以

上
定
先
着
18
人（
１
人
15
分
）料
３
０
０

円
申
当
日
ま
で
に
電
話
か
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、窓
口
で
同
園
体
育
館
へ
。

城
南
会
館（
☎
78
・
１
８
０
０
）

●
寒
い
冬「
熱あ

つ
か
ん燗

の
お
つ
ま
み
づ
く
り
教
室
」

時
２
月
22
日
㈯
17
時
～
21
時

対
20
歳
以
上
定
先
着
12
人

料
１
，５
０
０
円（
材
料
代
）

●
キ
ッ
ズ
コ
ア
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

時
３
月
７
日
㈮
19
時
～
20
時
30
分

内
体
幹
を
鍛
え
る
対
小
学
生
以
上

定
先
着
30
人
料
１
，５
０
０
円

《
共
通
》申
２
月
７
日
㈮
～
前
日
に
電
話
で
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修

時
２
月
20
日
㈭
14
時
～
16
時

【
有
料
広
告
】
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●
０
歳
プ
ロ
グ
ラ
ム
～
ボ
ー
ル
と
あ
そ
ぶ
～

時
２
月
19
日
㈬
10
時
30
分
～
11
時
対
１

歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者
定
先
着
10
組

●
１
歳
プ
ロ
グ
ラ
ム
～
か
み
と
あ
そ
ぶ
～

時
２
月
26
日
㈬
10
時
30
分
～
11
時
対
１
～

２
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者
定
先
着
10
組

《
共
通
》申
ア
プ
リ「
ま
い
コ
コ
」で
予
約
。

子
育
て
講
演
会「
た
の
し
い
こ
と
を
拾

っ
て
生
き
る
」

時
３
月
20
日
㈷
13
時
30
分
～
15
時

場
中
総
合
会
館
定
先
着
１
５
０
人
他
託

児
あ
り（
１
人
３
０
０
円
。
先
着
10
人
）

申
２
月
３
日
㈪
～
21
日
㈮
に
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
で
子
育
て
応
援
課（
☎
66
・
１

０
０
８
）へ
。
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
を
。
下
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス
可
。

そ
の
他

春
季
火
災
予
防
運
動

　
３
月
１
日
～
７
日
に
、管
内
一
円
で
春
季

火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
火
災
の

早
期
発
見
の
た
め
に
、住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
し
、定
期
的
に
点
検
を
行
い
10
年
を

目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。　
《
消
防
本
部
》

蔵
書
点
検
に
よ
る
図
書
館
の
臨
時
休
館

時
❖
東
図
書
館（
☎
62
・
０
１
９
０
）…
２

月
17
日
㈪
～
21
日
㈮
❖
西
図
書
館（
☎
75
・

５
４
０
６
）…
２
月
24
日
㈷
～
28
日
㈮

他
本
の
返
却
は「
本
の
ポ
ス
ト
」を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。　
　
　
《
東
・
西
図
書
館
》

へ
。
随
時
選
考
結
果
を
通
知
問
海
の
見

え
る
舞
鶴
市
役
所
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

実
行
委
員
会
事
務
局（
☎
66
・
１
０
１
９
）

介
護
福
祉
士
養
成
科
受
講
生

　

公
共
職
業
訓
練
を
活
用
し
て
国
家
資

格
で
あ
る
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
取
得

し
、福
祉
の
現
場
で
働
き
た
い
人
を
募
集
。

❖
訓
練
期
間
…
４
月
２
日
㈬
か
ら
２
年
間

❖
履
修
場
所
…
舞
鶴
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
福

祉
専
門
学
校
❖
そ
の
他
…
受
講
料
無
料

対
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人
❖
高
等

学
校
卒
業
以
上
❖
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
受
講

推
薦
・
受
講
指
示
を
受
け
た
❖
介
護
福

祉
分
野
で
の
就
職
を
希
望
す
る
申
３
月

７
日
㈮
ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
舞
鶴
の

窓
口
へ
。
問
府
立
福
知
山
高
等
技
術
専

門
校（
☎
０
７
７
３
・
27
・
９
０
２
２
）

自
衛
官
な
ど

　

自
衛
官
候
補
生
を
募
集
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、防
衛
省
・
自
衛
隊
舞
鶴
地
域

事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。
下

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

問
同
事
務
所（
☎
63
・
３
２
７
２
）

子
育
て

子
育
て
支
援
基
幹
ひ
ろ
ば （
☎
62・
０
１
０
３
）

●
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば

時
２
月
12
日
㈬
10
時
30
分
～
12
時

内
多
胎
児
親
子
の
交
流
と
情
報
交
換

対
多
胎
児
を
育
て
て
い
る
親
と
そ
の
子

再
生
品
の
展
示
・
申
し
込
み

時
２
月
３
日
㈪
～
28
日
㈮
の
平
日（
８

時
30
分
～
16
時
30
分
）と
16
日
㈰（
13
時

～
16
時
30
分
）場
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

内
家
具
な
ど
約
１
５
０
点
を
展
示
予
定

申
同
プ
ラ
ザ
備
え
付
け
の
用
紙
で（
１

世
帯
１
点
。
多
数
の
場
合
抽
選
）

問
同
プ
ラ
ザ（
☎
64
・
７
２
２
２
）

令
和
７
年
度
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
出
演
者

時
４
月
～
来
年
３
月
の
平
日
12
時
10
分

～
12
時
50
分（
開
催
は
月
１
回
程
度
）

場
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

対
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

❖
音
楽
活
動
を
し
て
い
る
❖
18
歳
以
上

❖
ア
ン
プ
や
マ
イ
ク
を
使
用
し
な
い
生

演
奏
や
歌
唱
な
ど 

※
そ
の
他
要
件
あ
り

申
所
定
の
用
紙（
文
化
振
興
課
に
備
え

付
け
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）に
デ
モ
音
源
を
添
え
、同
課

ど
も
、多
胎
児
を
妊
娠
中
の
人

●
あ
か
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば

時
２
月
19
日
㈬
10
時
30
分
～
11
時
30
分

内
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
絵
本
の
読
み
語
り
、

子
育
て
の
話
、母
親
同
士
の
交
流
対
妊

娠
中
の
人
、１
歳
未
満
児
と
そ
の
母
親

●
ひ
よ
こ
ひ
ろ
ば

時
３
月
３
日
㈪
・
13
日
㈭
・
19
日
㈬
10

時
～
11
時
30
分
内
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
心

と
体
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
体
操
、交
流
な
ど

対
４
カ
月
～
１
歳
未
満
児
と
そ
の
母
親

（
第
１
子
優
先
）定
先
着
10
組
他
19
日
の

み
託
児
あ
り（
１
人
３
０
０
円
）申
ア
プ

リ「
ま
い
コ
コ
」で
予
約
か
電
話
、窓
口
で
。

《
共
通
》場
中
総
合
会
館

ま
り
げ
の
子
育
て
交
流
会　
　
　
　

～
産
後
の
心
と
体
を
ほ
ぐ
そ
う
～

時
２
月
19
日
㈬
10
時
30
分
～
12
時

場
中
総
合
会
館
内
座
談
会
と
ヨ
ガ
対
未

就
学
児
を
持
つ
保
護
者
定
先
着
10
人

他
託
児
あ
り（
１
人
３
０
０
円
）

申
２
月
11
日
㈷
ま
で
に
申
し
込
み
フ
ォ

ー
ム
で
遊BixS

の
岡
山
さ
ん（
☎
０
８

０
・
４
７
８
９
・
９
９
９
２
）へ
。

下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

あ
そ
び
あ
む （
☎
65
・
５
０
５
０
）

●
お
父
さ
ん
プ
ロ
グ
ラ
ム　
　
　
　
　

～
は
こ
と
あ
そ
ぶ
～

時
２
月
16
日
㈰
10
時
30
分
～
11
時

対
１
歳
６
カ
月
～
３
歳
未
満
児
と
そ
の

父
親
定
先
着
10
組

公式 LINE アカウント
イベントなどの
旬な情報をお届け

公式 Facebook（フェイスブック）
防災情報、
市政・イベント情報など
←登録は、こちらのコードから

日々の出来事
をお届け

公式 X（エックス）

モルック 海の京都大会
（シングルス戦）

時 ３月16 日㈰ 10 時～ 16 時（受け付
けは 9 時 15 分から） 場 城南中学校 
対 京都府内に在住の人 定 先着 100 人 
料 2,000 円 申 2 月 3 日㈪～ 16
日㈰に申し込みサイトで。右コー
ドからアクセス可。
問 ホームページでモルックまい
づるへ。右コードからアクセス可。
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就
職
フ
ェ
ア
を
き
っ
か
け
に

　

京
都
府
与
謝
郡
与
謝
野
町
で

育
ち
、地
元
の
高
校
を
卒
業
後
、

京
都
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学

校
京
都
校
へ
進
学
し
ま
し
た
。

地
元
に
近
い
場
所
で
仕
事
を
し

た
い
と
考
え
て
い
て
、舞
鶴
は

学
生
生
活
を
送
っ
た
慣
れ
親
し

ん
だ
町
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら「
こ

の
町
で
働
き
た
い
」と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
内
で
行
わ
れ
て
い
た
就
職

フ
ェ
ア
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
業
種

が
出
展
す
る
と
聞
き
、参
加
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
株
式
会
社

カ
ナ
デ
ビ
ア
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
の
担
当
者
か
ら「
人
々
の
安

全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る

会
社
だ
」
と
聞
き
、
も
と
も
と

イ
ン
フ
ラ
関
係
の
仕
事
に
興
味

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、応
募
を

決
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
仕
事

に
必
要
な
資
格
を
取
得
す
る
際

に
、会
社
が
受
験
費
用
を
負
担

す
る
ほ
か
、年
間
休
日
が
多
く
、

福
利
厚
生
が
充
実
し
て
い
る
こ

と
も
魅
力
に
感
じ
ま
し
た
。

会
社
の
仕
事
を
知
る

　

入
社
後
は
各
部
署
を
約
１
カ

お客さまに安心を届ける

舞
鶴
で
働
こ
う
！

Vol.14

株式会社カナデビア株式会社カナデビア
エンジニアリングエンジニアリング

　

市
内
に
は
製
造
、建
設
、運
送
、

医
療
、
福
祉
、
情
報
通
信
、
港
湾

な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
仕

事
が
あ
り
、独
自
の
特
色
を
持
っ

た
魅
力
的
な
事
業
所
が
約
３
，

３
０
０
も
所
在
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
株
式

会
社
カ
ナ
デ
ビ
ア
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
を
紹
介
。

　

技
術
職
と
し
て
入
社
し
、
現

在
は
各
部
署
で
研
修
を
受
け
て

い
る
入
社
1
年
目
の
石
田
駿
介

さ
ん
に
、
仕
事
の
や
り
が
い
や

働
き
方
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

し
た
。

　大阪に本社・本店、東京に支社、京都・広島・熊
本の3カ所に事業部を構え「エンジニアリング（つ
くる）」「技術コンサルティング（しらべる）」「メン
テナンス（見守る）」の３つの事業領域を柱とした
技術サービスを提供しています。昨年10月1日付
で親会社でもある日立造船株式会社がカナデビア
株式会社へ商号変更を行ったことに伴い、株式会
社ニチゾウテックから株式会社カナデビアエンジ
ニアリングへと社名変更を行いました。
　舞鶴にある京都事業部には49人が働き、工務部、
営業プロジェクト部、総務課、福知山事業所の各部
署が連携し、抜群のチームワークで日々の業務に
取り組んでいます。
　社員の資格取得支援や各種休暇、育児休業の取
得など、制度も充実しており安心して働けます。

事業所データ

▲今回インタビューをした石田さん

202025広報まいづる 2月号



月
ご
と
に
回
り
、実
務
研
修
を

受
け
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

部
署
を
経
験
す
る
こ
と
で
、会

社
全
体
の
仕
事
の
流
れ
を
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

部
署
を
超
え
て
連
携
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
業
務
も
多
い
た

め
、今
後
仕
事
を
す
る
上
で
大

き
な
財
産
に
な
っ
て
い
ま
す
。

お
客
さ
ま
へ
安
心
を
届
け
る

　

現
在
は
営
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

部
で
非
破
壊
検
査
の
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
設
備
の
点
検
や
修

繕
の
際
に
、機
械
の
部
品
に
傷

が
な
い
か
、溶
接
不
良
が
発
生

し
な
い
か
な
ど
を
、一
つ
一
つ

丁
寧
に
検
査
し
ま
す
。
船
な
ど

大
き
な
設
備
で
は
、全
て
の
検

査
を
終
え
る
の
に
２
～
３
週
間

か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

地
道
な
作
業
で
す
が
、し
っ

か
り
と
検
査
を
す
る
こ
と
で
大

き
な
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と

に
つ
な
が
る
、と
て
も
大
切
な

仕
事
で
す
。
私
も
先
輩
と
一
緒

に
遊
園
地
の
乗
り
物
や
船
舶
部

品
の
検
査
を
行
い
、傷
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
分

か
ら
な
い
専
門
用
語
も
先
輩
が

分
か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ
、

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指
し
て

　

今
年
度
中
に
、京
都
事
業
部

の
部
署
は
全
て
回
る
予
定
で
す
。

研
修
後
に
配
属
さ
れ
る
部
署
で

は
、培
っ
た
経
験
を
生
か
し
て

仕
事
を
し
た
い
で
す
。
表
舞
台

に
出
な
い
裏
方
の
仕
事
が
多
い

で
す
が
、ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と

呼
ば
れ
る
先
輩
の
背
中
を
追
い

か
け
ら
れ
る
よ
う
に
資
格
を
取

得
し
、
技
術
を
身
に
付
け
、
設

備
を
使
用
す
る
お
客
さ
ま
に
安

全
・
安
心
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
、

日
々
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

▲機械部品の非破壊検査

まいづる春の就職フェア
　　
　舞鶴市内の企業60社以上に加え、市役所や自衛
隊、海上保安庁、警察、消防などの公務団体が出展
する合同企業説明会を開催します。
　企業などの担当者と「直接」話せる機会です。
ぜひ参加してください。
時 3月8日㈯13時～15時30分
場 文化公園体育館
他 託児あり（2月28日㈮までに申し込みフォーム
で）。
申 2月28日までに申し込みフォームで産業活力
課（☎66・1021）へ。詳しくはホームペー
ジで確認を。右コードからアクセス可。

▲先輩の指導のもと報告書を作成中
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全
国
大
会
優
勝
お
め
で
と
う

☆
第
６
回
ジ
ュ
ニ
ア
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ

リ
ー
グ
全
国
大
会（
ボ
ク
シ
ン
グ
）

　
（
昨
年
９
月
29
日
、
東
京
都
）

❖
Ｕ
18
フ
ラ
イ
級（
50
・
８
㌔
以
下
）
…

亀
井
大
和（
東
舞
鶴
高
３
年
）

☆
２
０
２
４
年
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

（
マ
ス
タ
ー
ズ
の
部
）

　
（
昨
年
11
月
１
日
～
４
日
、
石
川
県
）

❖
男
子
ロ
ー
エ
イ
テ
ィ
…
竹
内
俊
夫（
七

日
市
）

☆
J
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

第
38
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

　
（
昨
年
12
月
25
日
～
28
日
、
大
阪
府
）

❖
女
子
の
部
…
井
上
奈
（々
白
糸
中
３
年
）、

浪
江
心
夏（
城
南
中
３
年
）

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う

☆
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ 

　

第
18
回
Ｕ
18
／
第
55
回
Ｕ
16
陸
上
競
技

大
会

　
（
昨
年
10
月
18
日
～
20
日
、
三
重
県
）

❖
Ｕ
16
女
子 

ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー
…

榎
田
杏
南（
和
田
中
３
年
）

☆
第
58
回
全
日
本
社
会
人
卓
球
選
手
権
大
会

　
（
昨
年
10
月
25
日
～
27
日
、
京
都
府
）

❖
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
…
松
田
幸
大（
浜
）

☆
２
０
２
４
年
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

（
マ
ス
タ
ー
ズ
の
部
）

　
（
昨
年
11
月
１
日
～
４
日
、
石
川
県
）

❖
男
子
ハ
イ
セ
ブ
ン
テ
ィ
…
田
向
利
行

（
行
永
）

❖
女
子
ロ
ー
セ
ブ
ン
テ
ィ
…
藤
本
千
代
美

（
行
永
）

❖
女
子
ハ
イ
シ
ッ
ク
ス
テ
ィ
…
國
松
律
子

（
行
永
）

❖
女
子
ロ
ー
シ
ッ
ク
ス
テ
ィ
…
藤
原
明
子

（
浜
）

☆
少
年
少
女
全
国
選
抜
空
手
道
選
手
権
大
会

第
12
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
シ
ッ
プ 

　
（
昨
年
12
月
22
日
、
愛
知
県
）

❖
高
校
生
男
子
重
量
の
部
…
田
中
慶
雅

（
西
舞
鶴
高
２
年
）

❖
高
校
生
男
子
中
量
の
部
…
新
谷
晟
都

（
海
洋
高
３
年
、
白
糸
中
出
身
）

❖
高
校
生
男
子
軽
量
の
部
…
二
谷
悠
介

（
綾
部
高
１
年
、
青
葉
中
出
身
）

❖
中
学
２
・３
年
生
女
子
軽
量
の
部
…
田
中

心
翔（
青
葉
中
３
年
）、
柿
本
莉
沙（
城
北

中
２
年
）

❖
小
学
５
年
生
女
子
軽
量
の
部
…
畠
田

小
夢
芽（
中
舞
鶴
小
５
年
）

❖
小
学
３
年
生
男
子
軽
量
の
部
…
畠
田

侍
夢（
中
舞
鶴
小
３
年
）

❖
小
学
２
年
生
女
子
の
部
…
新
谷
笑
永

（
新
舞
鶴
小
２
年
）

☆
文
部
科
学
大
臣
杯
第
18
回
Ｊ
Ｋ
Ｊ
Ｏ
全

日
本
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道
選
手
権
大
会 

　
（
昨
年
11
月
17
日
、
東
京
都
）

❖
高
校
男
子
70
㌔
以
上
の
部
…
田
中
慶
雅

（
西
舞
鶴
高
２
年
）

❖
中
学
２
・
３
年
女
子
43
㌔
未
満
の
部
…

田
中
心
翔（
青
葉
中
３
年
）

❖
中
学
２
・
３
年
女
子
50
㌔
未
満
の
部
…

柿
本
莉
沙（
城
北
中
２
年
）

❖
小
学
５
年
女
子
35
㌔
未
満
の
部
…
畠
田

小
夢
芽（
中
舞
鶴
小
５
年
）

☆
Ｉ
Ｂ
Ｋ
Ｏ
第
２
回
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ　

空
手
道
選
手
権 

　
（
昨
年
11
月
23
日
、
東
京
都
）

❖
Ｕ
18
男
子
70
㌔
未
満 

組
手
の
部
…
柿
本

雄
亮（
西
舞
鶴
高
３
年
）

❖
小
学
５
年
生
女
子
38
㌔
未
満 

組
手
の
部

…
畠
田
小
夢
芽（
中
舞
鶴
小
５
年
）

❖
小
学
２
年
生
女
子 

組
手
の
部
…
新
谷

笑
永（
新
舞
鶴
小
２
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、
敬
称
略
）

@toyozo             …

一年 の 防火・ 防災
を祈願して、消防出
初式のクライマッ
クス「一斉放水」を
観覧する市民の皆
さんと共にパシャ
リと収めた一枚で
す。

  今月の表紙          
— @seitei             …

初めて冬の季節に
訪れ、近畿百景第1
位に選ばれた五老
スカイタワーから
見る美しい雪景色
に 感動 し ま し た。
忘れられないすて
きな思い出です。

  風景
—@T 提督               …

松栄館さんでカニ
三昧してきました！
カニ1杯の食べごた
え は 大満足 で、お
なかいっぱいにな
り ま し た。ま た 伺
いたいです。

  うまいづる
—

　「#ヅルいい舞鶴」「#myヅルいい」のタグが付いた
Xかインスタグラムの投稿の中から、投稿をピック
アップ！舞鶴の良いところを再発見しましょう。

今月の

全
国
大
会
で
優
勝
、
出
場
者
を
紹
介

22222025広報まいづる 2月号



毎週日曜日　9：00～12：00／13：00～17：00
（受け付けはそれぞれ終了30分前まで）

舞鶴市休日急病診療所
（舞鶴医療センター敷地内）　☎63・4970

2/11 ㈷ 8：30 から
2/22 ㈯開業医の診療終了後
2/23 ㈷ 8：30から
3/8 ㈯開業医の診療終了後
3/9 ㈰ 8：30から

2/15 ㈯開業医の診療終了後
2/16 ㈰ 8：30から

2/24 ㈷ 8：30 から
3/1 ㈯ 開業医の診療終了後
3/2 ㈰ 8：30から

舞鶴共済病院  ☎62・2510 舞鶴赤十字病院  ☎75・4175 舞鶴医療センター  ☎62・2680

2/11 ㈷・23 ㈷、3/9 ㈰ 
9：00〜18：00

（受け付けは17：30まで）

2/16㈰
9：00～18：00

（受け付けは17：30まで）

2/24 ㈷、3/2 ㈰
9：00～18：00

（受け付けは17：30まで）
舞鶴共済病院  ☎62・2510 舞鶴赤十字病院  ☎75・4175 舞鶴医療センター  ☎62・2680

舞鶴市休日急病診療所の内科一次救急診療

休日・土曜日の救急・急病診療（内科・外科）

休日の小児科一次診療

土曜日に午後の診療がある診療所（小児科、内科系）

※できる限り昼間の時間帯に受診をお願いします。また、軽症など緊急を要しない場合には、できる限り平日の
診療時間内に「かかりつけ医」での受診を

■小児科…西村医院（浜、☎63・5456）
■内科系…肥後内科医院（浜、☎62・0359）、鳥井医院（倉谷、☎75・3111）

※まずは電話で事前に症状などをお伝えください

※臨時休診の場合あり。診療時間などはお問い合わせを

 祝日のごみの収集 2/11㈷・24㈷の可燃ごみの収集はありません

休
日
診
療

2
0
2
5
暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー　

 　

■
■
相
談
会

休日に開局している処方せん対応薬局
開局時間 9：00～17：00　

休日・土曜日の水道修理

献血の日程

2/11 ㈷、3/9 ㈰ まいづる薬局本店
（桃山町、☎66・3311）

2/23 ㈷ フラワー薬局舞鶴店
（浜、☎65・2277）

2/24 ㈷、3/2 ㈰ まいづる薬局国立前
（倉梯町、☎65・1188）

舞鶴市管工事協同組合（☎080・3770・6767、
営業時間：8：00～17：00）

2/22㈯ 9：30～11：30 らぽーる
西側広場13：00～15：30

2/25㈫ 9：30～11：30 舞鶴市役所
13：30～15：45 舞鶴共済病院

無
料

納期…2/28㈮
国民健康保険料9期
介護保険料9期
後期高齢者医療保険料8期

※400㍉㍑のみ。骨髄バンクドナー登録会も同時開催

内　　容 日　　時 場　所 問い合わせ・その他

仕
事

就職個別相談 2/12㈬・19㈬（※）・　
26㈬ 10：00～16：00

ジョブ・サポー
トまいづる
※北浜市民交
　流センター

ジョブ・サポート
まいづる
☎63・0810

若者サポートステーション出張相談 2/13㈭・20㈭・27㈭、
3/6㈭ 10：30～15：30

JP カレッジ 2/13㈭ 10：30～12：00
13：00～14：30

就労準備支援個別相談 2/14㈮・28㈮、3/7㈮ 10：00～16：00
ひとり親家庭自立支援センター巡回相談 2/17㈪ 10：00～16：00
看護職就業相談 3/3㈪ 13：30～15：00
福祉の仕事相談 3/4㈫ 13：00～16：00

ひとり親家庭就労相談 2/12㈬・25㈫ 10：00～16：00 市役所別館 府ひとり親家庭自立支援センター
☎0773・23・2771

看護職就業相談 2/19㈬ 13：30～15：00 ハローワーク舞鶴 府北部看護職支援センター
☎0772・46・9002

教
育 定例教育委員会 2/17㈪ 14：00から 市役所別館 教育総務課　☎66・1070

福
祉

巡回更生相談 2/14㈮ 13：00～15：00
身障センター 障害福祉・国民年金課

☎66・1033、℻62・7957身体障害者相談 2/15㈯・25㈫、3/5㈬ 13：00～14：30
高齢者・障害者権利擁護相談

（財産管理・遺言・成年後見制度など） 2/19㈬ 13：00から 市役所別館 高齢者支援課　☎66・1012

療育相談 2/25㈫ 13：30～15：30 支援センター
みずなぎ

生活支援センターみずなぎ
☎64・3766

若年性認知症個別相談 平日   8：30～17：15 オンライン
（市役所でも可） 高齢者支援課　☎66・1018

行
政
・
法
律

行政相談 2/18㈫ 14：00～15：30
西総合会館

生活支援相談課　☎66・1006

巡回市民相談 2/18㈫ 14：00～15：30
公証人相談 2/18㈫ 13：30～15：30

市役所本館
土地家屋調査士相談 2/18㈫ 13：30～15：30
弁護士心配ごと法律相談 2/21㈮ 13：00から
行政書士相談 3/4㈫ 13：30～15：30
司法書士法律相談 3/6㈭ 13：30～16：30

弁護士府民法律相談 2/17㈪ 13：30から 中丹広域振興局 中丹広域振興局　☎62・2500

人
権

人権なんでもお気軽相談（電話も可） 2/17㈪・25㈫、3/3㈪・
10㈪ 10：00～13：30 法務局舞鶴支局

法務局舞鶴支局　☎76・0858
特設人権相談 3/6㈭ 13：30～16：30 中丹広域振興局

女性のための相談室 平日   9：00～16：00 － 女性のための相談室
☎65・0056

健
康

出張がん個別相談 2/20㈭ 13：30～15：30 中丹東保健所 府がん総合相談支援センター
☎0120・078・394 

聞こえの相談 2/27㈭ 13：00～16：00 聴言センター 聴言センター
☎64・3911、℻64・3912

暮
ら
し

FP による家計相談 2/12㈬ 10：00～15：00
市役所本館 生活支援相談センター

☎66・5001ひきこもり支援巡回相談 3/7㈮   9：00～16：00

申込優先 〈先着12人〉

要予約 
〈先着3人〉

要申込

2/19㈬8：30～12：00に
申込 〈定員11人（抽選）〉

要申込

2/3㈪～21㈮に
申込〈先着5人〉

2/19㈬16：00までに
申込 〈先着2人〉

2/12㈬9:00から
申込 〈先着8人〉

リサイクルプラザ
の休場

2/1㈯・9㈰・15㈯・23㈷、　
3/1㈯・9㈰

2/12㈬17：00までに申込

要申込
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1月号の人気記事
● 1位…思い描く図書館づくり（第6回）
　　　　 ～（仮称）舞鶴市立中央図書館基本設計が完成～ （31票）
● 2位…写真で振り返る令和6年（10票）
● 3位…市長、新年のあいさつ（5票）
　現在、整備を進めている（仮称）舞鶴市立中央図書館の基本設計につ
いてお知らせをした記事が１位となりました。「東西の図書館の合併には
興味を持っている」「再編によりどのように利便性が高まるのか興味があ
る」「分館が増えるのが楽しみ」といった新しい舞鶴市の図書館体制に期
待を寄せるコメントがありました。一方で「税金が元手になっているので、
良いものを作ってもらいたい」「税金の無駄にならないよう、できて良かっ
たと思える図書館にしてほしい」といったコメントもありました。
　２位の令和６年に起こった出来事を写真で振り返る記事には「こんな
こともあったんだと思い返せた」「しばらく舞鶴市を離れていたため、関
心を持って読むことができた」などのコメントがありました。

1月号広報アンケート
●今年の広報まいづるで、どのような内容の特集記事を読みたいですか？ 
　舞鶴市の特産品（魚・野菜・酒など）について特集してほしいというコ
メントが多くありました。このほか❖イノシシ・シカなどの野生動物から   
の被害対策 ❖赤れんがハーフマラソン ❖冬の道路管理 ❖近代化遺産 
❖財政事情 ❖経済・産業、企業誘致❖知られていない観光スポット❖舞
鶴の歴史❖文化事業の取り組み　などさまざまな分野での特集を希望す
るコメントがありました。これからも皆さんが読んでみたいと思える紙面づ
くりを目指していきます。　　　　　　　　　　　　　　  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《広報広聴課》

広報まいづる
1 月号

　読者から　
寄せられた 声

1月9日時点

52件

フォーム
47件

はがき
5件

応募件数

90代（1人）

30代
（4人）

70代
（8人）

60代
（4人）

応募者
年代

80代
（4人）

広報まいづるアンケート
1.「広報まいづる」の内容の満足度は、次の

うちどれですか？
　①大変良い　②良い　③不満　④大変不満
2. 広報まいづる 2 月号で興味・関心を持った

記事は何ですか？
3. よく利用している公共施設はどこですか？

その施設を利用した感想を教えてください。

応募方法
「はがき（〒 625-8555（住所不要）舞鶴市役所

広報広聴課あて）」か「市ホームページ応募フォー
ム（右下コードからアクセス可）」で①アンケート
の回答 ②住所 ③氏名（ふりがな） ④年齢 ⑤電
話番号 ⑥広報紙や市政への意見などを記入し、　　
2 月 25 日㈫（必着）までに広報広聴課へ。
※応募は１人１回。当選者はアンケートの

全てに回答があった人の中から抽選で決
定。当選者にのみ通知します

※いただいた感想や意見は、匿名で広報紙
に掲載することがあります

障害者の就労支援をしているみずなぎ学園鹿原学園から、
焼き菓子の詰め合わせとオリジナルプリントされたランチバッ
グをプレゼント。

毎日、利用者が心を込めて焼き上げているクッキーの詰
め合わせを、利用者が描いたオリジナルキャラクターをプリ
ントしたランチバッグに入れてお届けします。

ゆったりとしたティータイムのお供にいかがですか。
※3月1日㈯にイベントを実施、詳しくは17㌻に掲載。

【提供】みずなぎ学園（鹿原 209-3、☎ 63・5030）

あなたの意見や感想を
聞かせてください

アンケートに答えて
プレゼントに応募しよう

今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

10人

抽選で

40代
（15人）

50代
（13人）

～丁寧に作られた焼き菓子でティータイム～　

クッキーの詰め合わせと
オリジナルプリントのランチバッグ

２0代
（3人）

( 店頭受け取り)
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